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存
の
温
泉
源
「
鷹
の
湯
１
号
井
」（
昭
和
13

年
掘
削
、
深
さ
１
７
０
ｍ
、
泉
温
83
度
）

の
掘
削
当
初
の
湧
出
量
は
毎
分
約
62
リ
ッ

ト
ル
、
同
２
号
井
（
昭
和
39
年
掘
削
、
深

さ
２
６
４
ｍ
、
泉
温
94
・
５
）
は
、
掘
削

当
初
は
毎
分
約
１
６
５
リ
ッ
ト
ル
で
し

た
。
し
か
し
、
昭
和
57
年
に
は
、
２
つ
の

温
泉
井
を
合
わ
せ
た
湧
出
量
は
毎
分
約
１

５
０
リ
ッ
ト
ル
、
平
成
16
年
に
は
約
１
２

７
リ
ッ
ト
ル
と
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、

源
泉
を
所
有
す
る
市
が
、
配
湯
を
契
約
し

て
い
る
各
旅
館
な
ど
へ
供
給
す
る
量
も
制

限
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

８
月
31
日
現
在
の
、
新
温
泉
の
泉
温
は

97
・
２
度
と
水
の
沸
点
に
相
当
し
ま
す
。

湧
出
量
は
毎
分
約
６
２
４
リ
ッ
ト
ル
で
、

既
存
の
１
号
井
、
２
号
井
を
合
わ
せ
た
湯

量
の
約
５
倍
に
当
た
り
、
今
後
安
定
し
た

湯
量
の
供
給
が
望
め
ま
す
。

勢いよく自噴する新温泉

ま
ず
は
、
ひ
と
安
心
で
す
。
１
、
３
０

０
ｍ
も
地
中
の
こ
と
で
す
か
ら
ね
。
専
門

家
の
意
見
を
も
と
に
、
掘
削
候
補
地
を
決

め
ま
し
た
が
、
こ
れ
ば
っ
か
り
は
掘
っ
て

み
な
い
と
ね
。
既
存
の
源
泉
も
、
年
が
経

つ
に
つ
れ
て
湯
量
が
減
少
し
て
き
て
い
て
、

市
か
ら
旅
館
な
ど
へ
の
温
泉
の
供
給
が
危

ぶ
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
10
数
年
前
か
ら
の

要
望
が
よ
う
や
く
実
現
し
ま
し
た
。

現
在
、「
鷹
の
湯
」
を
利
用
し
て
い
る
旅

館
な
ど
は
12
軒
。
近
年
の
温
泉
ブ
ー
ム
か

ら
露
天
風
呂
や
風
呂
付
き
客
室
な
ど
、
お

客
様
の
ニ
ー
ズ
も
増
し
て
く
る
に
つ
れ
、

湯
の
使
用
量
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

松
之
山
の
観
光
は
、
棚
田
や
美
人
林
な

ど
の
自
然
と
温
泉
、
そ
れ
に
長
い
歴
史
に

育
ま
れ
た
文
化
が
貴
重
な
資
源
で
す
。
全

国
の
温
泉
地
間
競
争
が
激
し
く
な
る
中
で
、

こ
れ
ら
を
生
か
し
た
「
松
之
山
ら
し
さ
」

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
誘
客
と
交
流

人
口
の
増
加
に
つ
な
が
る
ん
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
他
産
業
と
の
連
携

や
広
域
化
し
た
こ
と
に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
魅
力
を
加
え
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
幸
い
な
こ
と
に
、
今
回
、
高
温
で

多
量
の
温
泉
に
恵
ま
れ
ま
し
た
が
、
限
り

あ
る
資
源
で
す
か
ら
末
永
く
利

用
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
貴
重
な
温
泉
の
熱
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
使
っ
た
熱
交
換
シ
ス

テ
ム
に
よ
る
暖
房
や
給
水
、
融

雪
な
ど
に
利
用
し
て
い
く
こ
と

も
、
無
公
害
で
環
境
に
配
慮
し

た
取
り
組
み
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
は
必
要
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

松
之
山
温
泉
新
温
泉
の
掘
削
は
、
平

成
18
年
度
事
業
と
し
て
計
画
さ
れ
、
新

温
泉
源
の
湯
脈
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
温
泉
街
を
流
れ
る
湯
本
川

の
約
１
㎞
上
流
に
湯
脈
を
確
認
。
そ
の

後
、
工
事
用
進
入
道
路
の
整
備
や
や
ぐ

ら
の
組
み
立
て
な
ど
、
掘
削
の
た
め
の

準
備
が
進
め
ら
れ
、
今
年
７
月
５
日
e

か
ら
掘
削
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
総
事

業
費
は
約
１
億
２
、
０
０
０
万
円
で
す
。

湯
本
の
温
泉
街
に
配
湯
し
て
い
る
既

高
温
・
良
質
で豊

富
な
湯
量

７
月
５
日
E
か
ら
始
め
た
松
之
山
温
泉
の
新
温
泉
掘
削
が
８
月
19
日

A
、
掘
削
深
度
１
、３
０
１
ｍ
に
達
し
、
23
日
E
に
は
完
全
自
噴
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
31
日
F
に
、
泉
質
調
査
の
た
め
の
温
泉
採
取
が
行
わ
れ
、

９
月
18
日
C
、
市
長
定
例
記
者
会
見
で
、
田
口
市
長
が
泉
質
・
成
分
に

つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。
松
之
山
温
泉
の
新
温
泉
は
、
既
存
の
温
泉
井

が
長
年
の
使
用
で
湯
量
が
減
少
し
た
こ
と
で
、
新
た
な
温
泉
井
の
開
発

が
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
合
併
前
か
ら
地
域
の
重
要
事
業
と
し

て
計
画
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
新
た
な
温
泉
井
の
掘
削
に
よ
り
、
日
本
三
大
薬
湯
と
し
て
知

ら
れ
る
松
之
山
温
泉
の
さ
ら
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

名
湯
の
威
風

待
望
の
新
温
泉

新
温
泉
の
泉
質
に
つ
い
て
、
7
新
潟
県

環
境
分
析
セ
ン
タ
ー
（
新
潟
市
）
に
成
分

分
析
を
依
頼
し
た
結
果
、
既
存
の
温
泉
と

同
じ
ナ
ト
リ
ウ
ム
・
カ
ル
シ
ウ
ム
│
塩
化

物
泉
（
弱
ア
ル
カ
リ
性
高
張
性
高
温
泉
）

と
確
認
し
ま
し
た
（
下
表
参
照
）。

こ
の
よ
う
な
泉
質
の
主
な
効
能
は
、
一

般
的
に
神
経
痛
や
筋
肉
痛
、
関
節
痛
に
効

果
が
あ
り
、
き
り
き
ず
や
や
け
ど
、
慢
性

皮
膚
病
に
も
効
く
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
塩
分
）
を
含
む
こ
と

か
ら
保
温
効
果
に
す
ぐ
れ
、
冷
え
症
や
疲

労
回
復
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
高
温
で
pH

７
・
８
の
肌
に
優
し
い
弱
ア
ル
カ
リ
性
、

温泉成分分析結果

松
之
山
ら
し
さ
で
地
域
を
ア
ピ
ー
ル

松
之
山
観
光
協
会
会
長
　
柳
　
　
　
靖
　
　
治

さ
ん

歴史ある
松之山温泉

そ
し
て
松
之
山
温
泉
独
特
の
温
泉
臭
が
、

日
本
三
大
薬
湯
に
ふ
さ
わ
し
い
温
泉
情
緒

を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

泉質を確かめる柳さん

年間を通じて観光客が訪れる美人林

待
望
の
新
温
泉
の
噴
出
を
喜
ぶ
松
之
山
温
泉

組
合
の
皆
さ
ん
と
市
関
係
者

掘削機のスイッチを入れる小野塚松之山支所長

「鷹の湯2号井」の噴出
（昭和39年9月）

湯本の「鷹の湯」源泉

の発見は、今から700

年ほど前のはるか南北

朝のころにさかのぼり

ます。一羽の鷹が毎日

のようにこの地に舞い

降り、湯に体を浸して

傷をいやしているとこ

ろを木こりが見つけた

という伝説に残されています。

また、上杉家の隠し湯であったという説もありま

す。室町時代、越後守護職だった上杉房能（1507年

松之山天水越で没）には跡取りがなく、1503年に娘

の「かみ」に養子をとることになりました。しかし、

結婚式間際に「かみ」にはれものができたために祝言

を延期し、松之山温泉で湯治して治したとも伝えら

れています。このころすでに、松之山温泉は傷によく

効く温泉として有名だったことがうかがえます。

・泉　温：97.2℃
・湧出量：624r／分（掘削自噴）

・泉　質：ナトリウム・カルシウム―塩化
物泉（弱アルカリ性高張性高温泉）

・知覚的試験：淡黄色澄明、塩味、苦味、
微油臭（採取時）

・水素イオン濃度：pH7.8
・蒸発残留物：
17,320㎎／㎏
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平成19年
度

９月18日現在、市内の満90歳以上の高

齢者は1,102人です。番付表では98歳以

上の72人を紹介します。（掲載の承諾を

得た人のみ掲載しています。）
（９月17日現在の満年齢です）

〈東〉 〈西〉
名　　　前 生年月日（年齢・住所）

a 橋 き よ さん 明治36.７.１生 〔104歳・川治上町第２〕

尾 身 マ ス さん 明治39.１.31生 〔101歳・鉢第２〕

菅 村 三 好 さん 明治39.４.７生 〔101歳・西寺町〕

山 賀 シ ゲ さん 明治39.９.28生 〔100歳・小荒戸〕

小 林 イ ト さん 明治39.11.19生〔100歳・西本町２丁目〕

山 田 シ ゲ ノ さん 明治39.12.12生〔100歳・程　島〕

山 本 ト シ エ さん 明治40.１.４生 〔100歳・小　出〕 若 井 ミ サ さん 明治40.１.19生 〔100歳・松　代〕

上 村 ノ イ さん 明治40.１.20生 〔100歳・高原田〕

野 上 い と ゑ さん 明治40.２.18生 〔100歳・高島第２〕 津 畑 ミ サ さん 明治40.３.31生 〔100歳・太田島第２〕

阿 部 ト イ さん 明治41.２.６生 〔99歳・幸　町〕

根 津 ツ ネ さん 明治40.７.25生 〔100歳・袋町中〕

a 橋 ヒ サ さん 明治37.３.４生 〔103歳・中仙田〕

根 津 英 作 さん 明治37.12.21生〔102歳・高原田〕 服 部 ミ サ ヲ さん 明治38.７.27生 〔102歳・上　山〕

林 　 ナ ミ さん 明治38.９.７生 〔102歳・小泉第１〕 児 玉 マ ス さん 明治38.10.24生〔101歳・高原田〕

a 橋 セ キ さん 明治39.２.９生 〔101歳・高原田〕

柳 　 ツ ギ さん 明治39.７.１生 〔101歳・太　平〕

本 山 カ ヨ さん 明治39.10.22生〔100歳・田麦立〕

上 原 ハ ナ さん 明治39.12.10生〔100歳・西浦町西〕

小 宮 山 マ ツ さん 明治39.12.15生〔100歳・下条中央通り〕

夏 井 ヨ シ さん 明治40.２.９生 〔100歳・寿町２・３丁目〕

中 島 ム メ さん 明治40.４.16生 〔100歳・上　山〕

武 田 サ キ さん 明治40.８.16生 〔100歳・諏訪町〕 斎 木 ス ガ さん 明治40.10.３生 〔99歳・落之水〕

中 村 チ ヤ ノ さん 明治40.11.15生〔99歳・岩　瀬〕

仲 　 ケ フ さん 明治41.１.２生 〔99歳・宮下町西〕

池 田 フ ジ さん 明治41.２.１生 〔99歳・稲荷町１丁目〕

大 井 カ ツ ノ さん 明治40.12.２生 〔99歳・寺　尾〕

村 山 モ ト さん 明治40.12.18生〔99歳・本町６丁目１〕

生 越 伊 三 郎 さん 明治41.２.６生 〔99歳・下条栄町〕

米持ハルイチ さん 明治41.１.29生 〔99歳・春日町３丁目〕

生 越 キ ヌ さん 明治41.２.10生 〔99歳・諏訪町〕 中 島 ト シ さん 明治41.２.19生 〔99歳・本屋敷〕

北 村 セ ツ さん 明治41.３.20生 〔99歳・東善寺〕

丸 山 シ ヅ さん 明治41.12.25生〔98歳・中条八幡〕

廣 田 ジ ョ ン さん 明治42.２.６生 〔98歳・上　山〕

西 片 ハ ル さん 明治41.５.10生 〔99歳・太　平〕

佐 藤 ト メ さん 明治42.２.20生 〔98歳・高原田〕 瀧 澤 松 枝 さん 明治42.３.10生 〔98歳・小　原〕

山 田 チ ヨ ノ さん 明治41.５.18生 〔99歳・宮　中〕 俵 山 フ ジ ノ さん 明治41.６.７生 〔99歳・二ツ屋〕

富 井 ミ ス さん 明治41.７.１生 〔99歳・市之越〕 a 橋 チ イ さん 明治41.７.25生 〔99歳・本町６丁目１〕

関 澤 ミ ツ さん 明治41.８.21生 〔99歳・倉　下〕 湯 沢 増 太 郎 さん 明治41.８.25生 〔99歳・学校町１丁目〕

今 藤 ミ セ さん 明治41.９.18生 〔99歳・上　野〕

名　　　前 生年月日（年齢・住所）寿寿

高 橋 リ ヨ さん 明治41.９.20生 〔98歳・宮　中〕

南 雲 マ ツ さん 明治41.９.22生 〔98歳・中屋敷〕 雲 野 ト ラ さん 明治41.10.18生〔98歳・春日町１丁目〕

高 野 タ ツ さん 明治41.11.５生 〔98歳・水沢第１〕 小 宮 山 茂 さん 明治41.11.10生〔98歳・北　原〕

富 井 タ キ さん 明治41.12.５生 〔98歳・馬場第３〕 島 田 チ ヨ ノ さん 明治41.12.７生 〔98歳・川治中町〕

大 井 正 司 さん 明治41.12.13生〔98歳・美咲町〕

小 林 カ ツ イ さん 明治42.２.10生 〔98歳・高田町３丁目西〕

由 良 春 次 さん 明治42.３.13生 〔98歳・上新田第３〕 阿 部 　 昇 さん 明治42.３.16生 〔98歳・田川町１丁目〕

志 賀 マ ツ さん 明治42.４.17生 〔98歳・下川手〕 南 雲 ト ヨ さん 明治42.４.22生 〔98歳・西之前〕

南 雲 チ ヤ ウ さん 明治42.４.24生 〔98歳・上　山〕 小 川 ソ カ さん 明治42.４.25生 〔98歳・上　野〕

瀧 澤 ト ラ さん 明治42.５.９生 〔98歳・四日町第３〕 桑 原 ハ ツ さん 明治42.５.24生 〔98歳・田　代〕

樋 口 ト ク さん 明治42.６.22生 〔98歳・朴木沢〕 蕪 木 倉 治 さん 明治42.７.22生 〔98歳・諏訪町〕

内 山 ミ チ さん 明治42.８.５生 〔98歳・太　平〕 桐 生 梅 治 さん 明治42.９.２生 〔98歳・高原田〕

高 橋 サ ク さん 明治42.９.17生 〔98歳・松之山〕 真 明 キ ク エ さん 明治42.９.18生 〔98歳・千手上町〕

今
年
度
、
市
内
で
は
15
人
が
１
０
０
歳

を
迎
え
ま
す
。

９
月
14
日
f
に
は
、
田
口
市
長
や
県
十

日
町
地
域
振
興
局
の
元
矢
健
康
福
祉
部
長

な
ど
が
15
人
を
訪
問
し
て
、
内
閣
総
理
大

臣
の
祝
状
と
銀
杯
、
県
知
事
の
祝
状
と
記

念
品
、
市
長
の
祝
状
と
祝
金
を
手
渡
し
ま

し
た
。
皆
さ
ん
は
元
気
に
出
迎
え
、
感
謝

の
言
葉
や
１
０
０
歳
を
迎
え
た
感
想
を
述

べ
て
い
ま
し
た
。

新
潟
県
で
１
０
０
歳
以
上
の
人
は
、
昨

年
よ
り
１
２
３
人
増
え
、
８
０
６
人
（
９

月
末
日
の
満
年
齢
を
基
礎
と
す
る
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。
１
０
０
歳
の
長
寿
を
迎
え

た
皆
さ
ん
に
学
び
、
こ
れ
か
ら
も
多
く
の

人
が
達
者
で
１
０
０
歳
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
頑
張
り
ま
し
ょ
う
Y

今
年
度
１
０
０
歳
を
迎
え
る
皆
さ
ん

¡

中

島

ム

メ

さ
ん
（
上
　
山
）

¡

根

津

ツ

ネ

さ
ん
（
袋
町
中
）

¡

武

田

サ

キ

さ
ん
（
諏
訪
町
）

¡

斎

木

ス

ガ

さ
ん
（
落
之
水
）

¡

中
村
チ
ヤ
ノ

さ
ん
（
岩
　
瀬
）

¡

大
井
カ
ツ
ノ

さ
ん
（
寺
　
尾
）

¡

村

山

モ

ト

さ
ん
（
本
町
６
丁
目
１
）

¡

仲

ケ

フ

さ
ん
（
宮
下
町
西
）

¡

米
持
ハ
ル
イ
チ
さ
ん（
春
日
町
３
丁
目
）

¡

池

田

フ

ジ

さ
ん
（
稲
荷
町
１
丁
目
）

¡

阿

部

ト

イ

さ
ん
（
幸
　
町
）

¡

生
越
伊
三
郎

さ
ん
（
下
条
栄
町
）

¡

生

越

キ

ヌ

さ
ん
（
諏
訪
町
）

¡

中

島

ト

シ

さ
ん
（
本
屋
敷
）

¡

北

村

セ

ツ

さ
ん
（
東
善
寺
）

新
潟
県
と
十
日
町
市
で
は
、
敬
老
の
日
に
合
わ
せ
て
１
０
０
歳
を

迎
え
る
皆
さ
ん
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。
今
年
度
、
市
内
で
は
15
人
が

１
０
０
歳
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
ま
す
。
こ
れ
で
、
市
内
の
１
０
０

歳
以
上
の
高
齢
者
は
37
人
（
９
月
18
日
現
在
）
に
な
り
ま
す
。

北
村
セ
ツ
さ
ん
（
東
善
寺
）

畑
が
私
の
健
康
維
持
の
場
、
草
と
の
会
話

も
楽
し
い
で
す
て
。
趣
味
の
手
ま
り
づ
く
り

も
毎
日
の
日
課
。
色
や
模
様
を
考
え
る
の
も

面
白
い
で
す
。
近
所
の
皆
さ
ん
や
家
族
が
大
事

に
し
て
く
れ
て
、
と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
。

斎
木
ス
ガ
さ
ん
（
落
之
水
）

１
週
間
に
１
度
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
数
年
大
病
す

る
こ
と
も
な
く
足
腰
も
マ
メ
で
、
家
の
周
り

の
草
取
り
も
し
て
い
ま
す
。
長
生
き
で
き
た

の
も
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
て
。

生
越
伊
三
郎
さ
ん
（
下
条
栄
町
）

昭
和
63
年
か
ら
お
と
と
し
ま
で
、
三
好
園

へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
は
腰
を
痛
め
て
、
私
が
お
世
話
に
な
っ
て

い
ま
す
。
新
聞
を
読
ん
で
、
い
つ
ま
で
も
社

会
に
関
心
を
持
つ
こ
と
が
気
持
ち
を
若
く
し

て
い
ら
れ
る
秘
け
つ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
の
ご
案
内

今年もまた、インフルエンザの季節がやってきます。インフルエンザにかかると、38度以上の発

熱や、頭痛･関節痛などの全身症状が現れます。抵抗力の弱い高齢者やお子さんなどは、肺炎や気管

支炎などを併発することもあります。

インフルエンザの発病及び重症化の予防策として予防接種があります。高齢者は例年どおり一部負

担金のみで受けることができます。また、今年度から、小学６年生以下のお子さんの予防接種費用を

減額することになりました。

「老人保健」 の届出・
　　　　　申請を忘れずに！

●高齢者インフルエンザ予防接種について

●対象者：①市内に住所があり、接種日現在65歳以

上で接種を希望する人。②市内に住所があり、接

種日現在60歳以上65歳未満で、心臓・じん臓・呼

吸器の機能に障害（障害者手帳1級程度）がある人、

またはヒト免疫不全（HIV）ウイルスによる免疫の

機能に障害がある人で接種を希望する人。

●申込期限・申込方法：10月31日dまでに委託医療

機関に直接申し込んでください。接種日などは医療

機関から説明を受けてください。

●接種期間：10月中旬から（医療機関に確認してく

ださい）。

※流行時期や接種の効果などから、12月中旬まで

に接種を受けましょう。

●委託医療機関：市内の各医療機関、津南病院、石川

医院、古藤医院（津南町）、藤巻医院（小千谷市）

※これ以外の医療機関は、健康支援課に問い合わせ

てください。

●接種回数：１人につき１回　

●接種料金（個人負担分）：1,050円（医療機関の窓

口で支払ってください。それ以外の費用は市が負担

します）なお、生活保護世帯の人は無料です。

●その他：

・予防接種を受けることについて、接種希望の意思確

認ができない人は制度の対象になりません。

・病気や体調などにより予防接種を受けられない場合

があります。申し込んだ医療機

関で予診を受けてください。

加入医療保険に変更があったとき

速やかに市に届け出てください。変更前の医療保険証で医療機

関で受診しているときは、変更があった月内に変更後の医療保険

証を医療機関の窓口に提示してください。

【届出に必要なもの】

・変更後の医療保険証

※国保からの移行者は国保の保険証も必要

です

75歳になる前に老人保健に該当するとき

65歳以上で、次のいずれかに該当する人は、75歳到達以前で

も老人保健の該当になります。

①身体障害者手帳の交付を受けている人で１～３級に該当する

人、下肢障害で４級の１・３・４号に該当する人、音声機能・

言語機能の４級に該当する人

②国民年金法による障害基礎年金を受給している人で、身体・精

神障害の１・２級に該当する人

③障害年金は受給していないが精神障害の程度が１級または２級

と同程度であると判断できる人（重度の認知症含む）、ヒト免

疫不全ウイルスによる免疫機能障害に該当する人

【申請に必要なもの】

①に該当する人＝身体障害者手帳、医療

保険証

②に該当する人＝障害年金の受給が確認

できる年金証書、医療保険証、身体障

害者手帳または精神障害者手帳

③に該当する人＝医師の診断書、医療保

険証

高額医療費の支給を受けるとき

市民税の課税状況などにより世帯ごとに決まっている負担限度

額（１か月）よりも、医療機関で支払った医療費が多い（高額医

療）場合は、老人保健から払い戻しが受けられます。初めて該当

する人には市から通知を出しますので申請に来てください。

75歳到達者へ老人医療受給者証を交付します

10月１日から75歳に到達する人は、老人保健の対象者となり、高齢受

給者証から老人医療受給者証に変更になります。該当者には、前月末まで

に申請書・受給者証を郵送します。申請書に必要事項を記入し返送してく

ださい。老人医療受給者証の使用は、75歳に該当する日の属する月の翌月

（ただし、その日が月の初日である時はその日の属する月）からです。

また、平成20年４月１日から後期高齢者医療制度が始まることにより、

老人保健制度該当者全員が、新制度に移行することになります。

【申請に必要なもの】

・医療受給者証　・医療保険証

・振込先口座控

●小児インフルエンザ予防接種費用の減額について

今年度から、小学６年生以下のお子さんは、１回に

つき1,000円安い料金で予防接種を受けることができ

ます。

●対象者：市内に住所があり、接種日現在小学６年生

以下で接種を希望する人。

●申込期限・申込方法：10月31日dまでに実施医療

機関に直接申し込んでください。接種日などは医療

機関から説明を受けてください。

●接種期間：10月中旬から（医療機関に確認してく

ださい）。

※流行時期や接種の効果などから、12月中旬まで

に接種を受けましょう。

●実施医療機関：市内の各医療機関、石川医院、古藤

医院（津南町）、藤巻医院（小千谷市）

※これ以外の医療機関では、費用の減額を実施して

いませんのでご注意ください。

※十日町病院がかかりつけ医（受診中）の人は主治

医に相談してください。受診中でない人は受付で

きません。

●減額が受けられる接種回数：１人につき２回まで

●減額内容：各医療機関で設定している接種料金から

1,000円が減額されます。減額後の料金を医療機関

の窓口で支払ってください。

●その他

・予防接種を受けることについては医師とよく相談

し、希望する場合のみ接種を受けてください。

・病気や体調などにより、予防接種を受けられない場

合があります。申し込んだ医療機関で予診を受けて

ください。

・申し込みのときに、対象者であることを医療機関に

伝え、接種料金の支払いの際に1,000円の減額を受

けてください。

・健康支援課の窓口での減額分の払い戻しの手続きは

行いませんので注意してください。

●日常生活では、こんなことに気をつけましょうZ
予防接種でインフルエンザの感染を全て防げるわけではありません。まずは、日ごろからの健康管理が大切です。

【予防のポイント】

①できるだけ人混みを避け、外出時にはマスクをつけましょう。②外出後は、うがいと手洗いをしましょう。

③室内では加湿器などを使い、空気の乾燥を防ぎましょう。④普段から睡眠を十分にとり、バランスのよい食

事をしましょう。

●問合せ：健康支援課母子保健係　1757-3719（内線122）●問合せ：介護国保課国保係　1757-3735（内線165）
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＜定期検査日程表＞

期　間 受付時間 検査会場 検査実施の区域

９月27日e

９月28日f

10月１日b

10月２日c

09:00～11:30

市民体育館

水沢公民館

陸上競技場

下条公民館

市役所中里支所
（裏車庫）

市役所松之山支所
（車　庫）

吉田地区就業
改善センター

13:00～15:30

本町１・２丁目、本町東１、本町西１、
袋町全域、十日町栄町、高田町全域、錦
町全域、西本町全域、春日町１・２・３
丁目、寿町全域、丸山町、昭和町全域、
西寺町、七軒町、泉町、加賀糸屋町、関
口樋口町、駅通り、西浦町東、西浦町西、
千代田町、八幡田町、諏訪町、水野町、
下川原町、若宮町、神明町、学校町１・
２、田中町全域、宮下町東、宮下町西、
川原町、上川町、田川町全域、島、江道、
猿倉、津池、菅沼、大池、十日町赤倉

水沢地区全域

中条地区
（本町７丁目全域、新座全域を除く）

下条地区

中里地域

松之山地域

吉田地区全域

09:00～11:30

13:00～15:30

09:00～11:30

13:00～15:30

09:00～11:30

13:00～15:30

09:00～11:30

13:00～15:30

10月12日f 本町３・４・５丁目、本町６丁目全域、
本町７丁目全域、新座全域、稲荷町全域

市役所川西支所
（書庫兼車庫棟）

10月11日e 川西地域

市役所松代支所
（車　庫）

10月10日d 松代地域

川治公民館10月９日c

10月３日d

10月４日e

10月５日f

川治地区（錦町全域、春日町１・２・３
丁目、高田町４・５・６丁目及び寿町
全域を除く）

六箇地区全域

09:00～11:30

13:00～15:30

09:00～11:30

13:00～15:30

09:00～11:30

13:00～15:30

09:00～11:30

市民の皆さんから広く十日町市を知ってもらうた

め、施設見学会を開催します。雪を利用して米や山

菜などを貯蔵する「雪室」を備えた仙田体験交流館

キラリをはじめ、秋の行楽にむけた観光施設など、

各地域の主な施設を見学します。

▼10月19日F（松之山・中里経由コース）

松之山支所（午前８時10分発）→中里支所（８時40分発）

→十日町駅東口（９時00分発）→中央学校給食センター

→川西支所→仙田体験交流館キラリ→まつだい農舞台

（昼食）→大棟山美術博物館→清津峡→中里支所→十日

町駅東口（午後４時20分着）→松之山支所

▼10月27日G（松代・川西経由コース）

松代支所（午前８時15分発）→川西支所（８時45分発）→

十日町駅東口（９時00分発）→うぶすなの家→川西支所

→仙田体験交流館キラリ→まつだい農舞台（昼食）→大

棟山美術博物館→ＪＡ花卉・野菜集荷センター→清津峡

→中里支所→十日町駅東口（午後４時40分着）→川西支

所→松代支所

▼申込み・問合せ

10月12日fまでに、総務課広報広聴係　1757-3112

行　程（予定）
※天候などにより変更になることがあります

総合福祉センター
（サンクロス十日町）

平成19年度十日町市施設見学会

◆期　　日　10月19日f（松之山・中里経由コース）

10月27日g（松代・川西経由コース）

◆対象・定員　十日町市民・各回先着40人

※10人に満たない場合は開催しません。

◆参 加 費　2,000円（当日徴収、昼食代・入館料含む）

◆見学施設　十日町市中央学校給食センター（19日の

み）、川西支所、仙田体験交流館キラリ、まつだい農

舞台（昼食）、大棟山美術博物館、清津峡、うぶすな

の家（27日のみ）、ＪＡ花卉・野菜集荷センター（27

日のみ）

※各日とも、営業日の都合からコースが異なります。

取
引
や
証
明
に
使
う
「
は
か
り
」
は
、
２
年
に
一
度

の
定
期
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
対
象
者
は
必
ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

【
検
査
対
象
と
な
る
「
は
か
り
」】

手
動
天
秤
は
か
り
、
等
比
皿
手
動
は
か
り
、
不
等
比
皿

手
動
は
か
り
、
棒
は
か
り
、
台
手
動
は
か
り
、
直
線
目
盛

の
指
示
は
か
り
、
直
線
目
盛
以
外
の
指
示
は
か
り
、
手

動
指
示
併
用
指
示
は
か
り
、
電
気
抵
抗
線
式
は
か
り
、
誘

電
式
は
か
り
、
電
磁
式
は
か
り
、
分
銅
や
お
も
り
な
ど

【
検
査
対
象
外
の
「
は
か
り
」】

家
庭
用
の
は
か
り
、
取
引
や
証
明
に
用
い
な
い
は
か
り

▼
注
意
＝
家
庭
用
は
か
り
や
、
不
合
格
の
は
か
り
を
取

引
や
証
明
に
使
用
し
た
場
合
、
罰
則
の
対
象
と
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
受
検
者
に
は
事
前
に
連
絡
し
て

あ
り
ま
す
が
、
検
査
の
対
象
と
な
る
か
不
明
の
と
き

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
産
業
振
興
課
商
工
振
興
係
　
1
７
５
７
│

３
１
３
９

７
月
28
日
g
・
29
日
a
に
大
阪
府
立
体

育
館
で
行
わ
れ
た
剛
柔
流
の
全
国
空
手
道

選
手
権
大
会
で
、
中
條
美
月
さ
ん
（
川
西

中
２
年
・
吉
田
空
手
教
室
）
が
中
学
生
女

子
形
の
部
で
見
事
準
優
勝
を
果
た
し
ま
し

た
。
中
條
さ
ん
は
、「
大
会
で
は
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
て
演
武
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
は
流

派
の
大
会
で
し
た
が
、
今
度
は
流
派
に
か

か
わ
ら
な
い
全
国
大
会
で
入
賞
し
た
い
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

【採択事業】……１件

〈申　請　者〉有限会社 井上商店

〈事業テーマ〉「世代をつなぐ着物・帯収納袋」

※審査員：６人（市長、商工業関係団体、専門家ほか）

十
日
町
市
新
商
品
等
開
発
支
援
事
業
�

採
択
事
業
決
定
！
�

十日町市新商品等開発支援事業は、市内の中小企業者などによ

る新商品開発に向けたアイディアや企画を、形（試作品）にする

までの経費の一部を補助するものです。今年度採択事業の申請者

と事業テーマをお知らせします。

〔申請者コメント〕
現在、着物収納袋は不自由な点が多く、繊維である着物を収納し保存

するには不十分だった。コンセルヴェは｢蒸れにくく｣、｢劣化せず｣、

｢虫に喰われない｣といった特徴の着物・帯高級収納袋であり、お客様に

長く着物を愛用していただき、安心して保存収納して欲しいという気持

ちが込められている。

空
手
の
全
国
大
会
で
入
賞
！

2007夏 越後妻有大地の祭り 実績報告

◆全体入込み数　　　23,541人

◆空家作品鑑賞者数　 5,854人

◆ステージ入館者数　　12,477人

十 日 町 エ リ ア

「胞衣 みしゃぐち」
「うぶすなの家」

（願　入）
975人

「安堀雄文記念館」
「妻有田中文男文庫」

（上新田）
540人

「名ケ山写真館」

（名ケ山）

465人

松 代 エ リ ア

「繭の家－
養蚕プロジェクト」
（蓬　平）
445人

「LIFE works ＋みどり
の部屋プロジェクト」

（仙　納）
295人

松 代 エ リ ア

鑑賞者数

鑑賞者数
「脱皮する家」

（星　峠）

988人

「影（ei）/来し方行く先」
「フロギストン」

（室　野）
368人

「TIRAMI SU 3 私を
持ち上げて－どうに
かして」（桐山）

194人

松之山エリア

「夢の家」ほか

（上　湯）

659人

「最後の教室」
（東　川）
925人

越後妻有交流館キナーレ
1,390人

光　の　館
826人

まつだい雪国農耕文化村センター
「農舞台」 5,573人

「森の学校」キョロロ
4,688人

◆その他の参加者・来訪者数　　5,210人

イベント・ワークショップ・里山かくれんぼ 3,363人

越後妻有こどもサマーキャンプ 8人

案内所（十日町駅・まつだい駅・津南町） 1,839人

◆定期観光バス「里山アートツアー」乗客数 166人

北回りコース（５回運行） 82人

南回りコース（５回運行） 84人

入館者数

この夏開催された「2007夏越後妻有大地の祭り」の33日間の入込み数を報告します。

数々のイベントやワークショップが行われた「脱皮する家」（星峠）
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地域の風～支所からのたより～ 地域の風～支所からのたより～

７
月
も
終
わ
り
に
近
づ
い
た
あ
る
日
、

生
ま
れ
育
っ
た
千
年
集
落
に
立
ち
寄
り
ま

し
た
。
幼
い
こ
ろ
を
思
い
出
し
な
が
ら
、

小
学
校
の
通
学
路
で

あ
っ
た
旧
道
（
廃
道

跡
）
の
近
く
を
通
っ

て
み
ま
し
た
。
悪
童

時
代
に
通
っ
て
い
た

様
相
と
は
す
っ
か
り

違
っ
て
し
ま
い
、
今

は
昔
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。

集
落
の
外
れ
の
家
の
そ
ば
で
、
マ
メ
科

の
ハ
ギ
の
花
に
似
た
「
コ
マ
ツ
ナ
ギ
」
が

花
盛
り
で
し
た
。
茎
が
木
質
で
丈
夫
な
の

で
、「
駒
（
馬
）
を
つ
な
げ
て
お
か
れ
る
」

と
い
う
意
味
の
名
で
す
。
こ
の
辺
に
は
あ

ま
り
な
く
、
松
之
山
の
兎
口
温
泉
近
く
と

森
の
学
校
キ
ョ
ロ
ロ
付
近
で
見
た
だ
け
で

し
た
が
、
生
家
の
近
く
に
生
え
て
い
る
と

は
奇
遇
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
ハ
ギ

の
花
が
方
々
に
咲
く
の

で
見
間
違
え
ら
れ
や
す

い
の
で
す
が
、
よ
く
見

る
と
花
が
穂
の
よ
う
に

立
っ
て
い
る
の
で
そ
の

差
が
分
か
り
ま
す
。

故
郷
は
変
わ
ら
な
い

に
こ
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
年
々

歳
々
変
わ
っ
て
ゆ
く
の
が
運
命
。

（
文
と
写
真
　
高
橋
八
十
八
）

コ
マ
ツ
ナ
ギ

松
代
地
域
で
は
、『
安
心
し
て
住
み
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
私
の
ふ
る
さ
と
〝
ま
つ

だ
い
〞
』
を
め
ざ
し
て
、
６
月
か
ら
「
お

た
っ
し
ゃ
会
」「
お
た
っ
し
ゃ
介
護
予
防
講

座
」「
お
た
っ
し
ゃ
公
開
講
座
」
の
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
事
業
は
、

住
み
慣
れ
た
地
域
や
自
宅
で
安
心
し
て
暮

ら
し
た
い
と
い
う
多
く
の
人
た
ち
の
願
い

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
、
一
人
ひ
と
り
が

健
康
を
自
覚
し
努
力
す
る
こ
と
を
目
的
に

行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

８
月
28
日
c
、
苧
島
集
落
セ
ン
タ
ー
で

「
お
た
っ
し
ゃ
会
」
が
行
わ
れ
、
14
人
の

高
齢
者
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
た
ち

は
、
健
康
運
動
指
導
士
の
石
田
雅
子
さ
ん

か
ら
足
腰
を
丈
夫
に
す
る
体
操
や
脳
を
活

性
化
す
る
運
動
の
実
技
指
導
を
受
け
、
時

折
笑
顔
も
見
せ
な
が
ら
楽
し
そ
う
に
身
体

を
動
か
し
て
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
70
代

の
女
性
は
、「
た
ま
に
身
体
を
動
か
す
と
痛

て
ぇ
ど
も
、大
勢
で
や
る
と
お
も
し
い
の
。

今
日
は
い
い
こ
と
を
教
え
て
も
ら
っ
て
得

し
た
て
の
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

「
お
た
っ
し
ゃ
会
」
は
、
一
人
で
も
多

く
の
人
か
ら
介
護
予
防
の
た
め
の
実
技
や

基
礎
知
識
を
学
び
、
毎
日
の
生
活
に
取
り

入
れ
て
も
ら
う
た
め
、
全
集
落
を
対
象
に

34
会
場
を
巡
回
し
て
い
ま
す
。
10
月
・
11

月
に
は
残
り
の
17
集
落
で
開
催
し
ま
す
の

で
、
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

「蒲生プロジェクト」始まる
蒲生集落は、人口166人のうち65歳以上が109人

（19年７月末現在）と、松代地域の中でも高齢化が

進んでいます。早稲田大学の郊外施設があるので、

以前から早稲田大学との交流は盛んでしたが、今年

から住民と早大生が知恵を出し合い、棚田などの自

然環境保全や集落の活性化を目的とした「蒲生プロ

ジェクト」を始動させました。今年度は集落の紹介

マップやホームページの作成が計画されており、８

月23日e～25日gには共同で地域資源調査を行いま

した。学生代表の増住恭平さん（20歳）は、「蒲生集

落が将来にわたり存続できるように、少しでも力に

なりたい」と抱負を語りました。

10月下旬には集落の人たちが早稲田大学の「稲門

祭」に参加し、蒲生のＰＲを行う予定です。

地
域
資
源
調
査
の
よ
う
す

（
雪
割
草
栽
培
）

２
０
０
７
夏
越
後
妻
有
大
地
の
祭
り
の

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
９
月
２
日
a
、
倉
俣

の
大
地
の
芸
術
祭
作
品「
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
」

で
大
地
の
お
茶
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

厚
い
鉄
で
造
ら
れ
た
24
畳
ほ
ど
の
部
屋

を
茶
室
に
見
立
て
、
上
原
弘
子
さ
ん
（
上

山
・
63
歳
）
を
中
心
と
し
た
お
茶
の
愛
好

家
た
ち
が
約
１
０
０
人
の
来
場
者
を
も
て

な
し
ま
し
た
。
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
釜
川

の
せ
せ
ら
ぎ
と
け
や
き
の
木
陰
に
吹
く
さ

わ
や
か
な
秋
風
の
中
で
、
一
風
変
わ
っ
た

空
間
の
演
出
を
楽
し
み
な
が
ら
本
格
的
な

お
茶
を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

「ポチョムキン」でお茶会

８
月
15
日
d
、
お
盆
の
恒
例
行
事
と
な

っ
た
清
田
山
自
然
運
動
公
園
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
、帰
省
客
や
地
元
住
民
な
ど
約
１
、

０
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

人
気
の
「
う
な
ぎ
の
つ
か
み
捕
り
」
で

は
、
子
ど
も
た
ち
が
悪
戦
苦
闘
し
全
身
ず

ぶ
ぬ
れ
に
な
り
な
が
ら
も
大
き
な
う
な
ぎ

を
ゲ
ッ
ト
す
る
な
ど
、
会
場
は
活
気
に
あ

ふ
れ
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
、
フ
リ
ス
ビ
ー

の
的
当
て
ゲ
ー
ム
や
里
山
か
く
れ
ん
ぼ

(

カ
ン
け
り)

、
福
ま
き
、
宝
探
し
な
ど
が

行
わ
れ
、
参
加
者
た
ち
は
童
心
に
返
っ
て

お
盆
の
一
日
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

お
盆
の
楽
し
い
一
日

清
田
山
自
然
運
動
公
園
ま
つ
り

安
心
し
て
下
校
し
て
ネ

子どもたちの安全を地域で守ろうと、８月30日e、

倉俣小学校（若山知信校長）でスクールガードボラン

ティア発会式が行われました。

若山校長は、「『イカ・の・お・す・し』（ついて行か

ない・乗らない・大きな声をだす・すぐ逃げる・知ら

せる）を守ってください」と標語を確認。ボランティ

アに認定された保護者や地域住民など８人は、中里地

区自治防犯協会から寄贈された防犯ベストと帽子を身

に付け、児童たちに自己紹介を行いました。ボランテ

ィアを代表して鈴木和雄さん（倉俣・59歳）は、「私

たちが見守っていますので、安心して登下校し、大き

く育ってください」と児童にあいさつをしました。

工房なかさと５周年記念夏まつり
８月19日a、厳しい残暑の中、田中の『サポート

センター工房なかさと』で開館５周年を記念した夏ま

つりが開催されました。当日は、ボランティアによる

出店やフリーマーケット、DVDの上映会、もちつき、

原爆写真展などが行われ、工房なかさと関係者や近所

の人たちなどでにぎわいました。フィナーレを飾った

大ビンゴ大会では、軽妙な司会進行のもと、大人も子

どもも一喜一憂しながら景品をもらい楽しんでいまし

た。

この夏まつりの参加チケット代やフリーマーケット

の売り上げの一部は、中越沖地震の義援金として被災

地に寄付されました。
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今
か
ら
ず
ー
っ
と
昔
の
こ
と
。

枯
木
又
に
龍
王
池
と
い
う
大
き
な

池
が
あ
り
、
龍
王
さ
ま
と
い
う
大

蛇
が
す
ん
で
い
ま
し
た
。
池
の
近

く
を
通
る
と
引
き
ず
り
こ
ま
れ
て

し
ま
う
と
い
う
の
で
、
村
人
は
め

っ
た
に
近
づ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

あ
る
と
き
、
上
田
荘
（
現
南
魚

沼
市
）
で
正
眼
寺
と
い
う
寺
を
建

て
る
こ
と
に
な
り
、
龍
王
池
の
ほ

と
り
に
あ
る
大
ケ
ヤ
キ
を
切
ら
せ

て
ほ
し
い
と
、
重お
も

立だ

ち
が
願
い
に

来
ま
し
た
。
枯
木
又
の
衆
は
た
ん

ま
げ
て
、「
ど
っ
け
の
た
た
り
に
遭

う
か
わ
か
ら
ね
」
と
承
知
し
ま
せ

ん
で
し
た
。と
こ
ろ
が
重
立
ち
は
、

「
い
や
、
木
を
切
っ
て
明
る
く
す

れ
ば
龍
王
様
も
喜
ぶ
し
、
ケ
ヤ
キ

が
お
寺
の
柱
や
梁は
り

に
な
れ
ば
お
前

さ
ん
が
た
も
極
楽
往
生
間
違
い
な

し
だ
」と
言
葉
た
く
み
に
説
得
し
、

と
う
と
う
ケ
ヤ
キ
を
切
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

間
も
な
く
大
勢
の
木
こ
り
が
来

て
ケ
ヤ
キ
を
切
り
始
め
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
幾
抱
え
も
あ
る
大
木
な

の
で
一
日
で
は
切
り
終
わ
ら
ず
、

翌
日
続
き
を
切
り
に
行
っ
て
み
る

と
、
前
の
日
に
ノ
コ
ギ
リ
を
入
れ

た
切
り
口
が
あ
と
か
た
も
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。「
こ
ら
、
一
日
で
切

っ
て
し
ま
わ
ね
と
ダ
メ
だ
な
」と
、

木
こ
り
た
ち
は
応
援
を
頼
ん
で
一

気
に
切
り
倒
し
、
そ
の
日
の
う
ち

に
運
び
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

正
眼
寺
は
落
成
し
ま
し
た
が
、
重

立
ち
は
不
思
議
な
煙
に
巻
か
れ
て

死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

あ
る
晩
、
正
眼
寺
の
和
尚
が
寝

苦
し
さ
に
目
を
さ
ま
し
、
外
に
出

て
み
る
と
、
酒
だ
る
ほ
ど
の
太
さ

の
大
蛇
が
寺
の
ま
わ
り
を
七
回
り

半
も
巻
き
付
い
て
い
ま
し
た
。
和

尚
は
腰
が
抜
け
る
ほ
ど
び
っ
く
り

し
ま
し
た
が
、
気
を
取
り
直
し
、

「
無
断
で
木
を
切
っ
た
の
は
誠
に

申
し
訳
な
い
。
八
大
龍
王
大
権
現

の
称
号
を
差
し
上
げ
る
の
で
お
許

し
を
」
と
わ
び
る
と
、
大
蛇
は
煙

に
な
っ
て
消
え
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
枯
木
又
で
は
龍
王
池

の
水
を
引
い
て
新
し
い
田
を
作
る

こ
と
に
な
り
、
通
水
し
よ
う
と
池

に
行
っ
て
み
る
と
池
は
一
夜
の
う

ち
に
干
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。「
こ

ら
、
龍
王
さ
ま
の
た
た
り
だ
」
と

気
が
つ
い
た
村
人
は
、
龍
王
さ
ま

を
ま
つ
っ
た
石
の
ほ
こ
ら
を
村
の

上
（
カ
ミ
）
に
移
し
、
毎
年
９
月

に
盛
大
な
祭
り
を
行
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
は
、
龍
王
さ
ま
の
た

た
り
が
な
く
な
っ
た
ば
か
り
か
、

日
照
り
に
雨
を
恵
ん
で
く
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
近
年
で
も
、

雨
乞
い
で
何
度
も
雨
を
呼
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

「
龍
王
池
」の
巻

（
枯
木
又
）

柳
翔
馬
　
尾
身
好
美
さ
ん
│
│
今
年
の
体
育
祭

の
と
き
は
、
競
技
や
入
場
行
進
で
新
し
い
試
み

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
下
級
生
を
指
導
す
る
の
は

大
変
で
し
た
が
、
根
気
よ
く
繰
り
返
し
話
合
い

を
持
つ
こ
と
で
う
ま
く
い
き
ま
し
た
。
今
は
、

全
校
演
劇
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
上
演
後
に

大
き
な
拍
手
を
も
ら
っ
た
と
き
の
達
成
感
、
満

足
感
は
最
高
で
す
。
全
校
演
劇
は
、
こ
れ
か
ら

先
も
ず
っ
と
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

遠
藤
勇
人
先
生
│
│
学
習
に
し
て
も
活
動
に
し

て
も
、
自
分
た
ち
で
考
え
行
動
し
反
省
す
る
力

の
あ
る
生
徒
た
ち
で
す
。
お
互
い
の
良
い
所
を

知
っ
て
い
る
し
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
頑
張
れ

る
生
徒
が
い
る
。
皆
に
は
、
中
学
生
の
時
間
は

決
し
て
戻
っ
て
こ
な
い
。
だ
か
ら
一
日
一
日
を

大
切
な
１
ペ
ー
ジ
に
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
ね
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
楽
し
く
青
春

し
て
ほ
し
い
な
あ
。
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１年生のときからずっといっしょに過ごして

きた33人の仲間たちが、最後の１年をどう過

ごすかという気持ちを込めて掲げたクラス目標

は「ウルトラ伝説　最終章！！残せ　語り継が

れる我等の足跡！」。昨年に引き続き行なわれ

る全校演劇は、３年生にとって今年は集大成の

年。その足跡を残すべく、気持ちをひとつに、

気合いを入れ全力投球です！

ま
ち
の
ダ
イ
ジ
ン
ガ
ー

夏
の
初
め
の
夕
暮
れ
ど
き
、
国
宝

火
焔
型
土
器
の
出
土
地（
中
条
笹
山
）

か
ら
信
濃
川
方
面
へ
歩
い
て
い
た
。

「
い
い
景
色
で
す
ね
」陶
芸
家
の
吉
田

明
さ
ん
の
声
が
聞
こ
え
た
。
自
分
に

は
見
慣
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
の
ど

か
な
妻
有
の
夕
景
を
楽
し
み
な
が
ら

ご
い
っ
し
ょ
し
た
。

本
年
３
月
で
長
い
歴
史
の
幕
を
閉

じ
た
野
中
小
学
校
を
活
用
し
、「
妻
有

焼
の
里
づ
く
り
」
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
が
再
び
通
う

「
学
び
の
楽
校
」と
し
て
も
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
事
業
の
推
進
に
は
、
新

潟
県
の
応
援
も
お
願
い
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
十
日
町
市
博

物
館
の
夏
期
特
別
展
で
、
市
内
出
土

の
縄
文
土
器
と
吉
田
さ
ん
の
作
品
が

展
示
さ
れ
ま
し
た
。
吉
田
さ
ん
は
、

市
の
博
物
館
を
お
気
に
入
り
の
よ
う

で
、
ご
自
分
の
作
品
と
の
相
性
の
良

さ
も
感
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

こ
の
妻
有
の
土
で
作
ら
れ
た
作
品
の

数
々
は
、
見
学
し
た
皆
さ
ん
の
心
に

響
く
も
の
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

十
日
町
市
に
は
多
く
の
優
れ
も
の

が
あ
る
と
言
わ
れ
、
一
方
で
は
そ
れ

を
生
か
し
き
れ
て
い
な
い
と
も
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。
観
光
・
交
流
へ
の

取
り
組
み
を
強
化
す
べ
き
と
の
声
も

年
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
私
は
こ
の

観
光
分
野
な
ど
へ
の
取
り
組
み
は
、

ま
ず
は
挑
戦
す
る
と
い
う
姿
勢
が
必

要
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

一
般
に
行
政
は「
冒
険
的
？
な
も
の
」

は
な
じ
み
が
な
く
、
特
に
来
年
度
以

降
の
予
算
が
伴
う
こ
と
に
な
る
と
、

民
間
企
業
と
の
ス
ピ
ー
ド
感
の
差
に

と
ま
ど
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

乱
暴
な
こ
と
は
避
け
る
と
し
て
、

分
野
に
よ
っ
て
は
行
政
や
団
体
、
業

界
が
意
気
投
合
し
、
と
に
か
く
や
っ

て
み
る
か
！
…
と
い
う
く
ら
い
の
大

胆
さ
や
気
合
も
必
要
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。

と
こ
ろ
で
森
の
学
校
キ
ョ
ロ
ロ
の

「
ダ
イ
ジ
ン
ガ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」さ

て
何
で
し
ょ
う
。（
詳
し
く
は
キ
ョ
ロ

ロ
へ
）
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
取

り
組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。

〈
二
十
七
〉
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トキめき新潟国体冬季大会500日前・インターハイ100日前イベント

元気はつらつポールウォーキングin吉田
インターハイやトキめき新潟国体冬季大会スキー競技会など全国大会が開催されるコースを歩きま

す。ポール（ストック）を持って野山を駆け巡るポールウォーキングは、身体レベルを問わずだれで

も気軽にできる北欧生まれのスポーツです。目的にあわせて運動強度が調節できるため、自分にあっ

たレベルで心地よい汗を流すことができます。スポーツの秋、白き冬の大地で選手たちが熱戦を繰り

広げる前に、色づく秋の里山でさっそうと風を感じてみませんか。

◆日　時：10月14日a午前８時30分～　　◆参加費：無　料

◆会　場：十日町市吉田クロスカントリー競技場

（雨天時：吉田ふれあいスポーツセンター）

◆講　師：堀米光男氏・藤本邦夫氏・服部正秋氏

◆内　容：実技講習後に吉田クロスカントリー競技場Ａ・Ｂコー

ス内をグループに分かれて約２時間歩きます

※女子レスリング世界選手権代表選手が参加予定です

※終了後に飲食サービスやお楽しみ抽選会があります

◆申込み・その他

①当日申込みです。午前９時までに受付を済ませてください

②ポールは無料で貸出します。持っている人は持参してください

③雨天時は内容が変更となります（屋内でのポールウォーキング講習会や講演会などを予定）

◆問合せ：トキめき新潟国体冬季大会等十日町市実行委員会事務局（十日町市国体準備室内）

1752-3103 FAX752-3193 E-mail：th-kokutai2009@city.tokamachi.niigata.jp

Photo-EXEL/Mikko Harma 
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９月７日f、情報館を会場に、十日町市古文書整理ボラン

ティアと長岡市資料整理ボランティアグループの交流会が行

なわれました。両グループは、中越大震災で被災した古文書

などの歴史的資料を、後世に伝え活用できるよう整理・保存

することを目的に誕生したもので、現在、十日町市では約

80人が登録し、作業参加延べ人数は3,300人を超えていま

す。情報交換と親睦を深めようと企画された交流会も今年で

２回目。この日は、津南町の古文書同好会も加わり、51人

が２チームに分かれ、仙田村文書や宮中村文書、結東村文書

の目録作成作業にあたりました。

古文書をとおして交流を

縄
文
に
思
い

川
治
小
で
野
焼
き

tokamachi topics

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、総務課広報広聴係（1
757─3112内線213）へ、お気軽にお
寄せください。

防災意識を持つきっかけに

９月16日a、川西支所駐車場で第18回消防ひろばが開催され、真

夏のような強い日差しの中、多くの親子連れでにぎわいました。ひろ

ばでは、ミニ消防車コーナーや消火器体験コーナーなどさまざまな催

しが行われ、地震の揺れを体験できる起震車コーナーでは、学校で教

わったとおりに机の下に潜り込む子どももいました。また、救助隊ア

トラクションでは、ロープを使った救助訓練が実演され、救助隊員が

地域活性化センター３階からロープを伝い壁を降りてくると、見守っ

ていた観客からは歓声が上がり、隊員たちに大きな拍手が送られまし

た。南新田町から訪れた女性は、「暑いですが、ミニ消防車に乗った

りして子どもが楽しんでいるのでよかったです」と話していました。

日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
や
育
児

の
工
夫
な
ど
情
報
交
換
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
●
日
時
＝
10
月
26
日
f
午

前
10
時
〜
11
時
30
分
●
会
場
＝
十
日

町
保
健
セ
ン
タ
ー
●
参
加
費
＝
無
料

※
お
子
さ
ん
の
飲
み
物
な
ど
は
各
自

で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
●
申
込
み
・

問
合
せ
＝
10
月
19
日
f
ま
で
に
健
康

支
援
課
母
子
保
健
係
（
内
線
１
２
３
）

【「
食
」
で
、
あ
な
た
の
子
ど
も
を
す

こ
や
か
に
】「
食
た
べ
る

」
こ
と
の
大
切
さ
を

見
直
し
実
践
す
る
た
め
の
栄
養
士
な

ど
に
よ
る
食
育
講
座
で
す
。
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
●
日
時
・
会

場
＝
①
10
月
３
日
d
午
後
７
時
30
分

〜
飛
渡
第
一
小
学
校
②
10
月
15
日
b

午
後
７
時
〜
中
条
小
学
校
③
11
月
22

日
e
午
後
１
時
30
分
〜
十
日
町
小
学

校
④
11
月
29
日
e
午
後
７
時
30
分
〜

東
小
学
校
⑤
12
月
13
日
e
午
後
２
時

20
分
〜
西
小
学
校
※
③
は
保
護
者
・

児
童
参
加
型
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

【
思
春
期
を
よ
り
よ
く
過
ご
す
た
め

に
】
親
子
関
係
な
ど
の
悩
み
を
解
消

す
る
た
め
の
郡
市
内
の
寺
院
住
職
な

ど
に
よ
る
思
春
期
家
庭
教
育
講
座
で

す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
日
時
・
会
場
＝
①
10
月
12
日
f
午

後
７
時
30
分
〜
水
沢
中
学
校
②
11
月

４
日
a
午
前
９
時
30
分
〜
吉
田
中
学

校
③
11
月
20
日
c
午
後
７
時
30
分
〜

南
中
学
校
④
12
月
２
日
a
午
後
１
時

50
分
〜
中
条
中
学
校
⑤
12
月
４
日
c

午
後
７
時
30
分
〜
中
央
公
民
館

●
参
加
費
＝
無
料
●
問
合
せ
＝
中
央

公
民
館
（
1
７
５
７
│
５
０
１
１
）

世
代
や
地
域
、
立
場
を
超
え
て
つ

な
が
る
楽
し
さ
、
人
権
の
大
切
さ
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
●
日

時
＝
10
月
４
日
e
午
後
７
時
〜
●
会

場
＝
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
※
駐
車
場
が
狭
い
た
め
で
き
る

だ
け
相
乗
り
で
来
て
く
だ
さ
い
●
入

場
料
＝
無
料
●
内
容
＝
講
演
「
差
別

っ
て
い
っ
た
い
な
ん
や
ね
ん
？
〜
若

者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜
」
川
口
泰

司
氏
（
山
口
県
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

事
務
局
長
）
※
同
和
問
題
の
現
状
か

ら
語
り
ま
す
●
問
合
せ
＝
学
校
教
育

課
（
内
線
３
１
２
）

●
日
時
＝
10
月
19
日
f
午
前
８
時
30

分
（
一
般
公
開
は
正
午
）
〜
午
後
３

時
●
会
場
＝
Ｊ
Ａ
十
日
町
本
店
●
問

合
せ
＝
農
林
課
農
業
振
興
係
（
内
線

２
４
８
）

●
日
時
＝
10
月
４
日
e
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
２
時
※
送
迎
バ
ス
は
午
前

８
時
40
分
市
役
所
本
庁
発
●
会
場
＝

森
の
学
校
キ
ョ
ロ
ロ
周
辺
●
参
加
費

＝
無
料
※
き
の
こ
汁
無
料
サ
ー
ビ
ス

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
市
民
生
活
課

環
境
政
策
室
生
活
環
境
係
（
内
線
１

５
８
）
川
西
支
所
市
民
生
活
課
生
活

環
境
係
（
1
７
６
８
│
４
９
５
６
）

中
里
支
所
市
民
生
活
課
（
1
７
６
３

│
２
５
１
３
）
松
代
町
商
工
会
（
1

５
９
７
│
２
０
０
６
）
松
之
山
商
工

会
（
1
５
９
６
│
２
１
７
４
）

き
の
こ
を
探
し
、
あ
と
で
名
前
や

食
べ
ら
れ
る
か
ど
う
か
な
ど
を
き
の

こ
博
士
が
鑑
定
す
る
き
の
こ
の
勉
強

会
で
す
。
●
日
時
＝
10
月
７
日
a
午

前
９
時
〜
午
後
２
時
●
会
場
＝
大
厳

寺
高
原
●
参
加
費
＝
大
人
２
、
５
０

０
円
、
小
・
中
学
生
１
、
５
０
０
円

（
昼
食
代
・
講
習
会
費
用
・
イ
ベ
ン

ト
保
険
料
含
む
）
●
定
員
＝
先
着
50

人
※
要
予
約
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝

10
月
３
日
d
ま
で
に
松
之
山
観
光
協

会
（
1
５
９
６
│
３
０
１
１
）

現
在
研
修
中
の
十
日
町
観
光
ガ
イ

ド
の
会
会
員
に
よ
る
市
街
地
の
魅
力

あ
ふ
れ
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
で
す
。
●

日
時
＝
10
月
27
日
g
午
前
９
時
〜
午

双
子
ち
ゃ
ん
の
親
子
の
つ
ど
い

き
の
こ
講
習
会

第
38
回
中
魚
沼
郡
・
十
日
町
市

錦
鯉
品
評
会
・
即
売
会

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の1には市外局番025が必要です

き
の
こ
鑑
別
講
習
会

は
ぐ
ぐ
み
の
ま
ち
づ
く
り
運
動

家
庭
教
育
講
座

人
権
啓
発
講
演
会

平成19年
度

博物館秋
季特別展

市
街
地
探
訪

十日町市博物館・トミオカホワイト美術館・鈴木牧之記念館が『雪』をテーマに姉

妹館提携を結び、今年で15周年を迎えました。

今回の特別展は、「雪とともに…」という統一テーマのも

とに、各館それぞれの視点で雪の写真を中心とした展示会

を共同開催します。

十日町市博物館では、雪国独特の暮らしと伝統的行事の

写真で構成し、生活に密着した民具を添えて、雪国の暮ら

しに根差した生活文化にせまります。

●期　日：10月６日g～11月４日a午前９時～午後５時

（入館は午後４時30分まで）

●観覧料：300円（団体250円、中学生以下無料)

※団体は20名以上

●休館日：10月９日c、15日b、22日b、29日b

●問合せ：博物館（1757-5531）

※トミオカホワイト美術館（1025-775-3646）、鈴木牧之記念館（1025-782-9860）

でも同時期に特別展を開催しています。詳細は各館にお問合せ下さい。
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降
生
ま
れ
で
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
心
が

あ
り
健
康
な
人
●
業
務
内
容
＝
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
室
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
助

手
（
市
体
育
協
会
パ
ー
ト
職
員
を
兼

務
）
●
勤
務
時
間
＝
週
25
時
間
程
度

で
変
則
勤
務
有
り
●
時
給
＝
８
４
０

円
（
有
資
格
者
９
０
０
円
）
●
試
験

方
法
＝
面
接
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝

10
月
15
日
b
ま
で
に
、
履
歴
書
を
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
（
1
７
５
２
│
４
３

７
７
）
に
提
出

19
年
11
月
１
日
付
け
の
職
員
を
募

集
し
ま
す
。
●
募
集
人
数
＝
１
人
●

応
募
資
格
＝
昭
和
50
年
４
月
１
日
以

降
生
ま
れ
で
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
心
が

あ
り
健
康
な
人
●
業
務
内
容
＝
一
般

事
務
（
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
助
手
業

務
を
兼
務
）
●
勤
務
時
間
＝
週
20
時

間
程
度
で
変
則
勤
務
有
り
●
時
給
＝

８
４
０
円
●
試
験
方
法
＝
面
接
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
10
月
15
日
b
ま
で

に
、履
歴
書
を
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
1

７
５
２
│
４
３
７
７
）
に
提
出

●
日
時
＝
10
月
20
日
g
・
21
日
a
午

前
６
時
集
合
〜
午
後
４
時
※
雨
天
決

行
●
集
合
場
所
＝
中
里
総
合
セ
ン
タ

ー
前
●
募
集
人
数
＝
各
日
15
人
●
持

ち
物
＝
昼
食
、
飲
み
物
、
雨
具
、
金

づ
ち
、
手
袋
な
ど
●
申
込
み
・
問
合

せ
＝
中
里
支
所
地
域
振
興
課
商
工
観

光
係
（
1
７
６
３
│
２
５
１
１
）

伊
沢
和
紙
を
使
っ
た
灯
篭
作
品
を

募
集
し
ま
す
。
●
募
集
部
門
＝
一
般
、

小
・
中
学
生
●
応
募
要
綱
＝
①
縦
・

横
・
高
さ
い
ず
れ
も
１
ｍ
以
内
②
明

か
り
は
電
球
を
使
用
③
応
募
点
数
制

限
な
し
●
表
彰
＝
最
優
秀
作
品
‥
一

般
の
部
（
５
万
円
）
小
・
中
学
生
の

部
（
商
品
券
１
万
円
分
）
※
こ
の
ほ

か
多
数
賞
品
有
り
●
作
品
搬
入
期
日

＝
10
月
12
日
f

〜
19
日
f

●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
10
月
20
日
g
ま
で
に

犬
伏
け
や
き
の
会
（
1
５
９
５
│
６

６
９
２
）

【
伊
沢
和
紙
を
使
っ
た
灯
篭
展
】
ボ

イ
コ
・
ス
ト
ヤ
ー
ノ
フ
コ
ン
サ
ー

ト
、
松
山
金
一
講
演
会
も
行
い
ま
す
。

●
日
時
＝
10
月
27
日
g
午
後
６
時
〜

●
会
場
＝
伊
沢
和
紙
工
房
・
欅
（
犬

伏
松
苧
神
社
参
道
）

【
半
導
体
製
造
科
（
第
２
期
生
）】
●

対
象
＝
お
お
む
ね
35
歳
以
下
の
人
●

受
講
料
＝
無
料
※
教
材
費
な
ど
は
自

己
負
担
●
説
明
会
＝
10
月
３
日
d
・

17
日
d
午
後
２
時
〜
３
時
‥
県
立
上

越
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
※
両
日
と
も
内

容
は
同
じ
●
選
考
＝
11
月
１
日
e
午

前
９
時
〜
●
入
校
日
＝
11
月
14
日
d

●
募
集
締
切
＝
10
月
24
日
d

【
木
造
建
築
科
屋
根
部
分
工
作
（
実

技
）
コ
ー
ス
】
１
・
２
級
技
能
検
定

の
実
技
試
験
合
格
を
目
指
し
ま
す
。

●
日
時
＝
11
月
６
日
c
・
７
日
d
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
●
会
場
＝
県
立

上
越
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
●
受
講
料
＝

３
、
９
０
０
円
●
定
員
＝
10
人
●
募

集
締
切
＝
10
月
23
日
c

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
県
立
上
越
テ

ク
ノ
ス
ク
ー
ル
（
1
０
２
５
│
５
４

５
│
２
１
９
０
）

児
童
手
当
は
、
小
学
校
修
了
前
の

児
童
を
養
育
し
、
所
得
が
一
定
額
を

超
え
な
い
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
６

月
〜
９
月
分
の
児
童
手
当
を
10
月
10

日
d
に
受
給
者
の
指
定
し
た
口
座
に

振
込
み
ま
す
。
●
児
童
手
当
月
額
＝

▼
３
歳
ま
で
‥
一
律
１
０
、
０
０
０

後
３
時
●
会
場
＝
十
日
町
駅
周
辺

（
石
彫
や
博
物
館
な
ど
）●
参
加
費
＝

１
、
０
０
０
円
（
昼
食
・
施
設
見
学

料
込
み
）
●
定
員
＝
先
着
20
人
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
10
月
15
日
b
ま
で

に
十
日
町
観
光
協
会
（
1
７
５
７
│

３
３
４
５
）

市
川
良
夫
、
大
澤
恒
夫
、
原
憲
司

な
ど
12
人
の
陶
芸
家
の
多
種
多
彩
な

酒
器
展
で
す
。
●
日
時
＝
10
月
６
日

g
〜
11
月
25
日
a
の
土
・
日
・
祝
日

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
●
会
場
＝
や

き
も
の
美
術
館
「
う
ぶ
す
な
の
家
」

●
入
場
料
＝
５
０
０
円
●
問
合
せ
＝

ま
つ
だ
い
農
舞
台
事
務
局
（
1
５
９

５
│
６
３
１
０
）

●
日
時
＝
10
月
８
日
（
体
育
の
日
）

受
付
午
前
９
時
30
分
〜
10
時
●
会
場

＝
句
碑
公
園
、
清
竜
寺
●
参
加
費
＝

無
料
●
問
合
せ
＝
川
西
観
光
協
会

（
1
７
６
８
│
４
９
５
１
）

●
日
時
＝
10
月
４
日
e
〜
12
月
20
日

e
の
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
45
分
プ

ー
ル
集
合
〜
11
時
15
分
（
全
12
回
）

●
会
場
＝
ひ
だ
ま
り
プ
ー
ル
●
対
象

＝
市
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
人
●
参

加
費
＝
入
館
料
５
０
０
円
（
各
回
）

と
保
険
料
８
０
０
円
（
全
12
回
分
一

括
）
※
受
講
料
は
無
料
●
定
員
＝
先

着
30
人
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
ひ
だ

ま
り
プ
ー
ル
（
1
７
６
８
│
４
８
８

０
）車

の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
手
軽
な
カ

ー
ケ
ア
の
講
習
会
で
す
。
無
料
点

検
・
整
備
相
談
も
行
い
ま
す
。
●
日

時
＝
10
月
６
日
g
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
（
受
付
１
時
〜
１
時
20
分
）
●

会
場
＝
十
日
町
交
通
セ
ン
タ
ー
●
参

加
費
＝
無
料
●
定
員
＝
先
着
30
人
※

参
加
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り
●
申
込

み
＝
近
く
の
自
動
車
整
備
工
場
●
問

合
せ
＝
県
自
動
車
整
備
振
興
会
長
岡

支
所
（
1
０
２
５
│
22
│
１
１
１
２
）

愛
犬
と
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
●
日

時
＝
10
月
８
日
（
体
育
の
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
２
時
●
会
場
＝
ベ
ル
ナ

テ
ィ
オ
あ
て
ま
収
穫
祭
特
設
広
場
●

参
加
費
＝
１
匹
５
０
０
円
●
申
込
み

＝
当
日
現
地
●
問
合
せ
＝
県
動
物
愛

護
協
会
十
日
町
支
部
（
十
日
町
保
健

所
内
1
７
５
７
│
２
７
０
７
）

人
権
啓
発
号
に
じ
ま
る
に
乗
っ
た

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
小
学
校
を
訪
問
し
、

「
心
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
が
書
か
れ
た

ハ
ー
ト
の
か
け
ら
を
集
め
ま
す
。
訪

問
し
た
学
校
に
は
人
権
の
樹
（
コ
ブ

シ
）
が
植
え
ら
れ
ま
す
。
●
日
時
＝

10
月
２
日
c
午
後
１
時
〜
２
時
●
会

場
＝
水
沢
小
学
校
※
参
加
自
由
●
問

合
せ
＝
県
福
祉
保
健
部
福
祉
保
健
課

人
権
啓
発
室
（
1
０
２
５
│
２
８
０

│
５
１
８
１
）

●
日
時
＝
10
月
６
日
g
午
後
２
時
〜

（
開
場
１
時
30
分
）●
会
場
＝
市
民
会

館
●
入
場
料
＝
無
料
●
曲
目
＝
「
パ

イ
レ
ー
ツ
・
オ
ブ
・
カ
リ
ビ
ア
ン
」

「
水
戸
黄
門
」ほ
か
●
問
合
せ
＝
吉
田

中
学
校
・
小
林
（
1
７
５
２
│
２
８

７
８
）

●
日
時
＝
10
月
13
日
g
午
後
７
時
〜

９
時
●
会
場
＝
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
三
好
園
●
参
加
費
＝
２
０
０
円
●

内
容
＝
介
護
者
の
た
め
の
運
動
教
室

（
転
倒
・
腰
痛
予
防
体
操
）、
懇
談
会

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
10
月
７
日
a

ま
で
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
三

好
園
（
1
７
５
６
│
２
１
０
６
）

「
峠
の
釜
飯
」
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま

な
駅
弁
を
販
売
し
ま
す
。
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
も
同
時
開
催
し
ま
す
。
●

日
時
＝
10
月
14
日
a
午
前
11
時
〜

（
売
切
れ
次
第
終
了
）
※
駅
弁
は
前

売
り
も
し
ま
す
●
会
場
＝
コ
モ
通
り

歩
行
者
天
国
●
問
合
せ
＝
青
山
商
店

（
1
７
５
２
│
２
１
９
１
）

路
上
や
喫
茶
店
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

場
所
で
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
る
け

い
た
ろ
う
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
で
す
。
●

日
時
＝
10
月
６
日
g
午
後
２
時
〜
３

時
●
会
場
＝
キ
ナ
ー
レ
●
対
象
＝
幼

児
・
小
学
生
●
参
加
費
＝
無
料
●
問

合
せ
＝
春
日
※
夜
の
み
（
1
７
５
７

│
６
２
６
１
）

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
。

●
日
時
＝
10
月
６
日
g
・
13
日
g
・

20
日
g
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
会
場
＝
加
賀
書
院
（
市
役
所
通
り
）

【〝
こ
こ
ろ
座
〞
風
間
操
さ
ん
と
お
喋

り
の
会
】
●
日
時
＝
①
９
月
30
日
a

午
後
７
時
30
分
〜
９
時
②
10
月
１
日

b
午
前
10
時
30
分
〜
12
時
●
会
場
＝

①
中
央
公
民
館
②
サ
ン
ク
ロ
ス

●
問
合
せ
＝
加
賀
書
院
（
1
７
５
２

│
２
１
１
４
）

11
月
３
日（
文
化
の
日
）に
キ
ナ
ー

レ
で
行
わ
れ
る
環
境
フ
ェ
ア
で
、
家

庭
で
眠
っ
て
い
る
不
用
品
を
代
理
で

販
売
し
ま
す
。
●
不
用
品
受
付
日
時

＝
10
月
25
日
e
午
前
９
時
〜
午
後
３

時
●
受
付
方
法
＝
不
用
品
に
希
望
価

格
を
付
け
て
市
民
体
育
館
に
持
参
●

そ
の
他
＝
①
売
上
金
の
20
％
を
手
数

料
と
し
て
差
し
引
き
ま
す
②
原
則
と

し
て
残
品
の
返
却
は
し
ま
せ
ん
③
衣

類
は
新
品
か
新
品
に
近
い
も
の
を
お

願
い
し
ま
す
●
問
合
せ
＝
十
日
町
市

消
費
者
協
会
（
市
民
生
活
課
環
境
政

策
室
生
活
環
境
係
内

内
線
１
５
８
）

19
年
11
月
１
日
付
け
の
職
員
を
募

集
し
ま
す
。
●
募
集
人
数
＝
１
人
●

応
募
資
格
＝
昭
和
50
年
４
月
１
日
以

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の1には市外局番025が必要です お知らせ・ガイド

十
日
町
お
や
こ
劇
場

お
は
な
し
て
ん
こ
も
り

総合体育館では、運動経験がない人でも安心して楽しく体力づくりができるよう、
教室や無料体験講座を開催しています。下記の講座の３期参加者を募集中です。

内　容

時　間

Ⅲ期開
催期間

ソフトエアロビクス教室
【１コース10回】

足腰への負担の少ない
運動で、高齢者や初め
ての人でも安心して参
加できます。
【対象＝15歳以上、

中学生不可】

初心者から慣れてきた
人を対象に、徐々にレ
ベルをあげていく基本
的な教室です。
【対象＝15歳以上、

中学生不可】

月曜日【昼】
午前10時～11時15分

木曜日【夜】
午後７時30分～８時45分

10月15日～12月17日
10月４日～12月20日
※10月25日・11月22日除く

エアロビクス教室
【１コース10回】

けんこつ体操教室
【１コース９回】

寝たきりにならないよ
うに、筋肉や骨、脳を
刺激し、体をきたえる
運動をします。
【対象＝
おおむね50歳以上】

金曜日【昼】
午前10時～11時15分

10月12日～12月21日
※11月２日・11月23日除く

費　用
参加費（１コース分）2,000円

施設使用料（毎回）200円または定期券
※１か月以上の定期券をお持ちの人は参加費のみ

ィットネス　　　ってみようディ！
申込み・問合せ
総合体育館

（1752─4377）
やフ

ひ
だ
ま
り
プ
ー
ル

水
中
体
操
教
室
参
加
者
募
集

２
０
０
７
ワ
ン
ワ
ン
運
動
会

in
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ

市
民
の
句
碑
公
園

俳
句
大
会

吉
田
中
・
南
中
吹
奏
楽
部

合
同
演
奏
会

マ
イ
カ
ー
点
検
教
室

介
護
者
教
室
＆
家
族
交
流

人
権
啓
発
キ
ャ
ラ
バ
ン

に
じ
ま
る
が
行
く
！

人
権
ハ
ー
ト
回
収
大
作
戦

総
合
体
育
館
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
助
手
募
集

十
日
町
市
体
育
協
会

パ
ー
ト
職
員
募
集

環
境
フ
ェ
ア
（
不
用
品
代

理
販
売
会
）
不
用
品
募
集

読
み
聞
か
せ
の
会
ど
ん
ぐ
り

聞
か
せ
屋
け
い
た
ろ
う
の

野
外
絵
本
ラ
イ
ブ

伊
沢
和
紙
を
使
っ
た
灯
篭
展

第
５
回
伊
沢
和
紙
ほ
た
る

in
犬
伏
宿
作
品
募
集

小
松
原
登
山
道
整
備

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

や
き
も
の
美
術
館
「
う
ぶ
す
な
の
家
」

第
２
回
展
「
酒
器
展
」

生
誕
地
ま
つ
り

コ
モ
通
り
駅
弁
大
会

県
立
上
越
テ
ク
ノ
ス
ク
ー

ル
受
講
生
募
集

６
月
〜
９
月
分
の
児
童
手

当
を
振
込
み
ま
す

●問合せ＝防災安全課（内線286）・福祉課（内線130）

市では、７月25日から８月31日まで、市役所本庁・本

町分庁舎・各支所・各公民館に募金箱を設置して「中越

沖地震市民募金」を実施しました。町内や事業所などか

ら直接届けていただいた募金を含め、総額で907,730円

が集まりましたので、県災害対策本部に送金しました。

ご協力ありがとうございました。

「中越沖地震市民募金」へのご協力
ありがとうございました

「中越沖地震市民募金」へのご協力
ありがとうございました

「中越沖地震市民募金」へのご協力
ありがとうございました

「中越沖地震市民募金」へのご協力
ありがとうございました

「中越沖地震市民募金」へのご協力
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円
▼
３
歳
以
降
‥
１
人
目
・
２
人
目

５
、０
０
０
円
、３
人
目
以
降
１
人
に

つ
き
１
０
、
０
０
０
円
●
問
合
せ
＝

市
民
生
活
課
年
金
係（
内
線
１
６
８
）

９
月
は
固
定
資
産
税
第
３
期
、
国

民
健
康
保
険
税
第
６
期
及
び
介
護
保

険
料
第
６
期
の
納
付
月
で
す
。
期
限

内
（
10
月
１
日
）
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
せ
＝
税
務
課
・
介
護
国
保
課

次
の
日
程
で
、
市
役
所
本
庁
の
福

祉
課
窓
口
に
手
話
奉
仕
員
を
配
置
し

ま
す
。
本
庁
舎
内
で
の
窓
口
相
談
や

手
続
き
に
同
行
し
ま
す
。
●
日
時
＝

①
10
月
15
日
b
②
11
月
12
日
b
③
12

月
10
日
b
午
前
11
時
〜
午
後
３
時
※

20
年
１
月
以
降
に
つ
い
て
は
、
日
程

が
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
●

問
合
せ
＝
福
祉
課
障
害
福
祉
係
（
内

線
１
４
２
）

困
り
ご
と
や
法
律
的
な
諸
問
題
の

悩
み
な
ど
弁
護
士
や
専
門
の
相
談
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
●
日
時
＝

10
月
18
日
e
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
法
律
相
談
は
午
前
10
時
30
分
〜
午

後
２
時
30
分
●
会
場
＝
中
央
公
民
館

※
法
律
相
談
の
み
要
予
約
。
毎
週
木

曜
日
午
後
に
市
役
所
本
庁
で
行
っ
て

い
る
法
律
相
談
は
休
み
●
申
込
み
・

問
合
せ
＝
市
民
生
活
課
市
民
係
（
内

線
１
５
３
）

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
●
日
時
＝

①
10
月
16
日
c
②
10
月
22
日
b
③
10

月
29
日
b
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
●

会
場
＝
①
中
里
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
②
松
代
総
合
セ
ン
タ
ー
③
松
之

山
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
●
相
談
料

＝
無
料
●
問
合
せ
＝
①
中
里
支
所
市

民
生
活
課
市
民
係
（
1
７
６
３
│
２

５
１
３
）
②
松
代
支
所
市
民
生
活
課

市
民
係
（
1
５
９
７
│
２
０
０
１
）

③
松
之
山
支
所
市
民
生
活
課
市
民
保

険
係
（
1
５
９
６
│
３
１
５
２
）

南
魚
沼
児
童
相
談
所
と
知
的
障
害

者
更
生
相
談
所
に
よ
る
、
発
達
の
遅

れ
、
療
育
手
帳
の
判
定
、
不
登
校
、

性
格
行
動
上
の
問
題
な
ど
児
童
や
18

歳
以
上
の
知
的
障
害
者
に
関
す
る
巡

回
相
談
で
す
。
●
期
日
・
会
場
＝
10

月
25
日
e
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
●
相
談
時
間
＝
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
●
相
談
員
＝
児
童
福
祉

司
、
心
理
判
定
員
、
子
育
て
支
援
相

談
員
な
ど
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
10

月
10
日
d
ま
で
に
福
祉
課
子
育
て
支

援
係
（
内
線
１
３
５
）

●
日
時
＝
10
月
21
日
a
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
●
会
場
＝
南
魚
沼
地
域
振

興
局
（
南
魚
沼
市
）
●
入
場
料
＝
無

料
●
内
容
＝
講
演
「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
な
ど
神
経
難
病
の
治
療
と
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
、
個
別
相
談
会
、

交
流
会
※
個
別
相
談
会
の
み
事
前
の

申
込
み
が
必
要
●
講
師
＝
小
池
亮
子

氏
（
西
新
潟
中
央
病
院
神
経
内
科
部

長
）、
近
藤
隆
春
氏
（
同
病
院
理
学

療
法
士
長
）
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝

県
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
1
０

２
５
│
２
６
７
│
２
１
７
０
）

●
中
央
公
民
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
＝
毎
週
火
曜
日

●
博
物
館
＝
１
日
b
・
９
日
c
・
15

日
b
・
22
日
b
・
29
日
b

●
情
報
館
＝
１
日
b
・
９
日
c
・
15

日
b
・
22
日
b
・
29
日
b

●
総
合
体
育
館
＝
毎
週
火
曜
日

●
川
西
総
合
体
育
館
＝
10
日
d
・
24

日
d

●
松
代
総
合
体
育
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
ひ
だ
ま
り
プ
ー
ル
＝
毎
週
火
曜
日

10
月
１
日
か
ら
、
次
の
バ
ス
路
線

の
経
路
が
一
部
変
更
に
な
り
ま
す
。

①
「
急
行
長
岡
駅
前
│
十
日
町
車
庫

前
」
線
の
往
復
が
、
現
在
の
本
町
西

線
経
由
か
ら
、
高
山
太
子
堂
線
（
妻

有
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
前
の
通

り
）
経
由
に
変
更
さ
れ
ま
す
※
十
日

町
病
院
前
は
引
き
続
き
通
り
ま
す
。

詳
し
い
時
刻
表
は
問
合
せ
先
に
配
置

し
て
あ
り
ま
す
②
「
十
日
町
駅
前
│

田
代
」
線
の
往
復
６
便
の
う
ち
３
便

が
、
土
市
駅
前
経
由
に
変
更
さ
れ
ま

す
※
変
更
し
た
便
は
幸
町
地
内
の
幸

町
城
之
古
線
を
通
り
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
●
問
合
せ
＝
①
に
つ

い
て
‥
越
後
交
通
㈱
（
1
７
５
７
│

２
１
０
３
）、
②
に
つ
い
て
‥
総
合

政
策
課
企
画
政
策
係
（
内
線
２
３
１
）

卓
上
コ
ン
ロ
用
の
ガ
ス
ボ
ン
ベ
や

ス
プ
レ
ー
缶
を
捨
て
る
と
き
は
必
ず

使
い
き
り
穴
を
開
け
て
か
ら
「
鉄
・

ア
ル
ミ
類
」
の
日
に
、
ま
た
、
使
い

捨
て
ラ
イ
タ
ー
も
必
ず
使
い
切
っ
て

か
ら
「
埋
立
て
ご
み
」
の
日
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。
ガ
ス
が
残
っ
て
い
る

と
ご
み
収
集
車
の
発
火
事
故
の
原
因

に
な
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
※
塗
料
ス
プ
レ
ー
缶
は
穴

を
開
け
て
「
埋
立
て
ご
み
」
の
日
に

出
し
て
く
だ
さ
い
●
問
合
せ
＝
環
境

衛
生
課
（
1
７
５
２
│
３
９
２
４
）

総
務
省
で
は
、
10
月
１
日
に
就
業

構
造
基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
こ

の
調
査
で
得
ら
れ
る
デ
ー
タ
は
、
国

や
都
道
府
県
が
実
施
す
る
雇
用
政
策

な
ど
の
企
画
・
立
案
の
指
標
と
し
て

利
用
さ
れ
ま
す
。
調
査
対
象
と
な
っ

た
世
帯
（
対
象
集
落
は
市
報
８
月
25

日
号
に
掲
載
）
に
調
査
員
が
調
査
票

を
持
っ
て
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
●
問
合
せ
＝
総

務
課
文
書
統
計
係
（
内
線
２
１
６
）

10
月
１
日
b
〜
12
日
f
は
「
法
の

日
週
間
」
で
す
。
取
り
組
み
の
一
環

と
し
て
各
種
相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。

【
法
務
行
政
相
談
所
】
※
秘
密
厳
守

●
日
時
＝
10
月
５
日
f
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
●
会
場
＝
十
日
町
合
同
庁

舎
●
相
談
料
＝
無
料
●
相
談
内
容
＝

①
不
動
産
登
記
②
土
地
の
境
界
③
会

社
・
法
人
登
記
④
戸
籍
・
国
籍
⑤
供

託
⑥
人
権
⑦
金
銭
・
保
証
な
ど
●
相

談
員
＝
法
務
局
職
員
、
人
権
養
護
委

員
、
司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士

●
問
合
せ
＝
法
務
局
十
日
町
支
局

（
1
７
５
２
│
２
５
７
５
）

【
県
司
法
書
士
会
法
律
相
談
】
●
日

時
＝
10
月
１
日
b
〜
７
日
a
各
事
務

所
執
務
時
間
内
●
会
場
＝
県
内
各
司

法
書
士
事
務
所
●
相
談
料
＝
無
料
●

相
談
内
容
＝
市
民
生
活
一
般
に
関
す

る
こ
と
●
問
合
せ
＝
県
司
法
書
士
会

（
1
０
２
５
│
２
２
８
│
１
５
８
９
）

警
察
官
な
ど
を
装
い
現
金
を
振
り

込
ま
せ
る
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
や
ハ

ガ
キ
な
ど
で
架
空
の
使
用
料
を
請
求

す
る
「
架
空
請
求
詐
欺
」、
偽
の
融
資

話
を
持
ち
か
け
て
保
証
金
を
だ
ま
し

取
る
「
融
資
保
証
金
詐
欺
」
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
不
振
な
請
求
が
あ
っ

た
場
合
は
、
す
ぐ
に
振
り
込
ま
ず
、

確
認
・
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。
●

問
合
せ
＝
市
民
生
活
課
環
境
政
策
室

生
活
環
境
係
（
内
線
１
５
８
）

沖
縄
県
糸
満
市
の
平
和
記
念
公
園

内
に
、
沖
縄
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
す

べ
て
の
皆
さ
ん
の
氏
名
を
刻
ん
だ
記

念
碑
「
平
和
の
礎
」
が
あ
り
ま
す
。

ま
だ
刻
銘
さ
れ
て
い
な
い
次
の
人
は

追
加
刻
銘
が
で
き
ま
す
。
▼
昭
和
19

年
３
月
22
日
〜
昭
和
21
年
９
月
７
日

の
間
に
、
沖
縄
県
区
域
及
び
南
西
諸

島
周
辺
で
沖
縄
戦
争
が
原
因
で
亡
く

な
ら
れ
た
人
●
問
合
せ
＝
県
福
祉
保

健
課
援
護
恩
給
室
（
1
０
２
５
│
２

８
０
│
５
１
８
０
）

貸
金
業
者
か
ら
借
金
を
し
、
そ
の

返
済
の
た
め
に
借
金
を
繰
り
返
し
状

況
が
悪
化
す
る
多
重
債
務
問
題
に
困

っ
た
ら
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
●
相

談
・
問
合
せ
＝
多
重
債
務
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
‥
月
〜
金
曜
日
午
前
11
時
〜
午

後
４
時
（
1
０
２
５
│
２
２
５
│
９

３
３
３
）
ま
た
は
市
民
生
活
課
環
境

政
策
室
生
活
環
境
係
（
内
線
１
５
８
）

10
月
は
「
受
信
環
境
ク
リ
ー
ン
月

間
」
で
す
。
放
送
電
波
の
受
信
障
害

は
、
家
庭
用
・
工
業
用
電
気
製
品
か

ら
発
生
す
る
電
気
雑
音
や
不
法
無
線

局
な
ど
に
よ
っ
て
良
好
な
放
送
の
受

信
が
で
き
な
く
な
る
も
の
で
す
。
テ

レ
ビ
が
き
れ
い
に
映
ら
な
い
、
ラ
ジ

オ
に
雑
音
が
入
る
と
い
っ
た
電
波
に

関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
●

問
合
せ
＝
▼
不
法
無
線
局
が
原
因
の

受
信
障
害
に
関
す
る
こ
と
‥
総
務
省

信
越
総
合
通
信
局
監
視
調
査
課
（
1

０
２
６
│
２
３
４
│
９
９
７
６
）
▼

そ
れ
以
外
が
原
因
の
受
信
障
害
に
関

す
る
こ
と
‥
受
信
障
害
対
策
官
（
1

０
２
６
│
２
３
４
│
９
９
９
１
）
▼

そ
の
ほ
か
の
行
政
相
談
‥
調
査
官

（
1
０
２
６
│
２
３
４
│
９
９
６
１
）

県
で
は
、「
環
境
に
や
さ
し
い
買

い
物
運
動
」
を
実
施
し
、
毎
月
５
日

は
「
ノ
ー
・
レ
ジ
袋
デ
ー
」
と
し
て

レ
ジ
袋
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
買
い
物
に
行
く
と
き
は
マ
イ
バ

ッ
ク
を
持
参
し
、
ご
み
の
減
量
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。
●
問
合
せ
＝
環
境

に
や
さ
し
い
買
い
物
運
動
実
行
委
員

会
事
務
局
（
1
０
２
５
│
２
８
０
│

５
１
３
５
）

お知らせ・ガイドお知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の1には市外局番025が必要です

よい歯の子 住 所　　保護者

本庁で８月の３歳児健診を受けた子40人

むし歯のないよい歯の子

（高田町１）

（高田町３南）

（十日町栄町）

（加賀糸屋町）

（本町６-１）

（南新田町２）

（四日町２）

（中条上町）

（中条上町）

（旭ヶ丘）

（稲葉）

（水口）

（水口）

（貝ノ川）

（下条中央通り）

（水沢３）

（馬場３）

（岩瀬）

（上野）

（伊友）

（田代）

（如来寺）

（福島）

（松之山）

貴之

弦

修

洋喜

邦彦

英夫

猛仁

準也

敦

敏夫

剛

隆之

和博

裕

陽子

利和

直樹

知明

大

貴宏

和也

秀幸

隆行

雄也

樋 口 智
さと

士
し

丸山由
ゆ

紀
き

也
や

藤木あかり

羽 鳥 創
そう

喜
き

中 村 愛
あい

奈
な

池田優
ゆ

衣
い

奈
な

野 村 梨
り

理
り

和 田 悠
ゆう

歩
ほ

水 落 は な

村山めぐり

丸 山 友
ゆう

思
し

渡 邉 利
り

都
と

山 田 恭
きょう

輔
すけ

小宮山美
み

波
なみ

齋 藤 里
り

奈
な

福 嶋 剛
たけ

大
ひろ

福 崎 瑠
るい

斗
と

小 川 智
ち

晴
はる

上 村 大
たい

智
ち

星 名 千
ち

颯
はや

滝 沢 未
み

来
く

井ノ川　翼
つばさ

西 潟 若
わか

菜
な

丸山陽
ひ

菜
な

乃
の

10
月
１
日
は
「
法
の
日
」

困
り
ご
と
相
談
会

（
法
律
・
行
政
・
人
権
）

人
権
相
談
会

巡
回
相
談

納
税
で

明
る
い
未
来

豊
か
な
社
会

９
月
の
納
税
・
納
付

手
話
奉
仕
員
を

配
置
し
ま
す

10
月
の
休
館
日

ガ
ス
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶

は
穴
を
開
け
て
資
源
ご
み
に

就
業
構
造
基
本
調
査
を

実
施
し
ま
す

沖
縄
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た

皆
さ
ん
の
ご
遺
族
へ

多
重
債
務
問
題
で

困
っ
た
ら

振
り
込
め
詐
欺
に
注
意
！

医
療
講
演
会
＆
交
流
会

バ
ス
路
線
の

一
部
変
更
の
お
知
ら
せ

※保護者の承諾を得て掲載しています。

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信

障
害
に
関
す
る
お
知
ら
せ

10
月
は
マ
イ
バ
ッ
ク

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
で
す

高速情報通信基盤整備事業アクションプランの試案がま

とまり、市民の皆さんからの意見を募集しています。

◆募集期間：９月20日e～10月９日c

◆資料の閲覧場所：本庁地域情報化推進室・各支所地域振

興課・本町分庁舎・情報館・各地区公民館・市ホームペ

ージ（http://www.city.tokamachi.niigata.jp/）

◆意見の提出方法：住所、氏名、電話番号を明記し、持参・

郵送・ファックス

①郵便　〒948-8501 十日町市千歳町３丁目３番地

②ＦＡＸ　025-752-4635（「地域情報化推進室あて」と

記入）

③電子メール（th-sogo@city.tokamachi.niigata.jp）

◆その他：意見集約後、市ホームページなどで意見の内容

と市の対応について公表します。

◆提出先・問合せ：総合政策課地域情報化推進室　情報政

策係　1757－3196（内線233・234）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
て
い
ま
す

い
し
じ
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●心配ごと相談
会場：社会福祉協議会（本所・支所）
時間：午後１時30分～４時
▽十日町本所　毎週木曜日　
▽松代支所　５日F ▽松之山支所 ９日C
▽中里支所 19日F ▽川西支所　　23日C

●高年齢者職業相談
毎週月～金曜日 午前９時～午後５時 ※８日Bは休み
会場：高年齢者職業相談室（サンクロス十日町内）
おおむね45歳以上が対象です

●ジョブカフェ（若者のための仕事相談）
毎月木曜日　午前10時～午後４時　※要予約
会場：本町分庁舎
おおむね30代半ばまでが対象です

●定例行政相談
毎月第２金曜日　午前10時～午後３時
会場：市民相談室・行政相談室

●行政相談
【川西地域】23日C午後１時30分～４時

会場：はあとふる川西
【松代地域】５日F午後１時30分～４時

会場：しぶみの家
【松之山地域】29日B午前10時～午後３時

会場：自然休養村センター

●法律相談 電話で市民生活課市民係へ要予約
毎週木曜日　午後１時30分～４時
会場：本庁市民相談室・行政相談室

●定例社会保険・年金相談
毎月第２・第４木曜日　
午前10時～正午、午後１時～３時
会場：クロス10

●女性相談専用電話
月～金曜日（休日・祝日・年末年始を除く）
午前８時30分～午後５時30分　1757-3701

2007年10月 October2007年10月 October

●健康相談 保健師による相談

期 日 会　　場 受付時間

1日B・15日B・22日B 十日町保健センター

中条公民館

北原集落センター

新座コミュニティセンター

大井田コミュニティセンター

川治公民館

吉田就業改善センター

山谷集会所

羽根川荘

水沢公民館

平成園

下条公民館

上新田自治会館

松之山支所

千手中央コミュニティセンター

松代保育園

中里支所

午前9時30分～11時30分

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～3時30分

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～3時30分

午前9時30分～11時30分

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～3時30分

午前9時30分～11時30分

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～3時30分

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～3時30分

午前8時30分～午後5時

午前9時～午後4時

午前9時～11時

午前9時30分～11時30分

※健康手帳のある人はご持参ください。

問合せ 社会福祉協議会1750-5010

９日C

19日F

11日E

29日B

事 業 名 期 日 受付時間 対象児

3歳6か月児
健　診

1歳6か月児
健　診

25日E 午後1時
～1時30分

19年６月
生まれの
乳　児

17日D 午後1時～2時
18年12月
生まれの
乳　児

４か月児
健　診

24日D 午後1時
～1時30分

18年４月
生まれの
幼　児

2歳6か月児
身体測定

17日D
17年４月
生まれの
幼　児

10か月児
健　診

18日E 午後1時
～1時30分

16年４月
生まれの
幼　児

午前9時
～９時30分

●乳幼児健診

●離乳食教室 ●ちびっこひろば

◎対象の期日に受診できなかったときは、住んでいる地
域に応じて本庁または各支所へ連絡してください。

◎３歳６か月児健診は事前に検査セットを送りますので、
届かない人は本庁へ連絡してください。

◎会　場…十日町保健センター（本庁舎となり）

◎持ち物…母子健康手帳、問診票、
フッ素塗布希望確認票（１歳６か月児のみ）
視聴覚アンケート（３歳６か月児のみ）
着替えやおむつなど必要なもの

親子のふれあいの場を提供します。

●日　時　２日C・９日C（遠足）・16日C・23日C・

30日C 午前10時～11時

●対　象　３歳未満児とその保護者

●会　場　市民体育館（30日）

総合体育館（２日・16日・23日）

●申込み・問合せ　中央公民館　1757-5011

26日F

22日B

●血液さらさら教室
健康診断の結果などでコレステロールや血圧、糖代

謝に注意が必要な65歳～70歳の人が対象です。

●期　日

【10月開始コース】（申込締切10月５日F）

①10月16日C②10月23日C③10月30日C

【11月開始コース】（申込締切10月19日F）

①11月５日B②11月12日B③11月19日B

●会　場　十日町保健センター

●時　間　午後１時30分～３時30分

●定　員　各コース先着30人

●申込み・問合せ

健康支援課成人保健係

（内線124）

医療機関名期 日 住　所 電話番号

７日A

８日_

14日A

●休日救急医

21日A

28日A

なかよしランド

読み聞かせ、手遊びなどを行います。

●日　時　11日E 午前10時～11時

●対　象　乳幼児とその保護者

●会　場　情報館

●問合せ　情報館　1750-5100

おはなしたまてばこ

読み聞かせ、パネルシアターなどを行います。

●日　時　20日G 午後２時～３時

●対　象　幼児・小学生

●会　場　情報館

●問合せ　情報館　1750-5100

どんぐりおはなしのへや

●こころの健康相談

●全血献血

対象児と内容 開　催　日

２か月～４か月児

離乳食初期

会　　場　十日町保健センター（本庁舎となり）

受付時間　午前９時45分～10時

直接会場においでください

持 ち 物

母子健康手帳・筆記用具

10日D

●日時・会場・受付時間

10日D ㈱大和伸管所新潟橘工場

午前10時～11時30分

千手中央コミュニティセンター

午後１時～３時30分

29日B ㈱オスポック　　 午前10時～11時30分

中里総合センター 午後１時30分～３時30分

●問合せ　健康支援課地域医療係（内線127）

期 日

●申込み・問合せ

健康支援課成人保健係（内線126）または、

十日町地域振興局健康福祉部地域保健課1757-2400

９日C 午後２時～４時
松之山
保健センター

本田医師
（中条第二）

時　間 会　場 医　師

中条病院 北原 757-3018

山口医院 袋町中 752-2174

松之山診療所 松之山 596-2240

上村病院 田中 763-2111

庭野医院 寿町４ 752-2711

大坪医院 四日町新田２ 757-6100

田中外科医院 田中町本通り 752-2403

不眠、不安、意欲の低下などでお悩みのことはあり

ませんか。本人でも家族でも相談できます。

30日C 午後２時～４時
十日町
保健センター

山下医師
（山下メンタルクリニック）

５日F

６か月～９か月児

離乳食中期～後期
23日C

▼
博
物
館
の
夏
季
特
別
展
「
十
日
町
市
の
や

き
も
の
展
」。
約
１
万
２
、０
０
０
年
前
の
縄

文
時
代
草
創
期
か
ら
約
３
、
０
０
０
年
前
の

後
期
ま
で
の
９
、
０
０
０
年
に
わ
た
る
縄
文

土
器
群
は
圧
巻
で
し
た
。
代
表
は
、
新
潟
県

唯
一
の
国
宝
、
笹
山
遺
跡
出
土
の
火
焔
型
土

器
で
、
何
度
見
て
も
そ
の
存
在
感
に
圧
倒
さ

れ
ま
す
。
す
ご
い
も
の
は
す
ご
い
。

▼
な
ぞ
も
あ
り
ま
す
。
ど
う
し
て
豪
雪
地
に

高
い
文
化
が
花
開
い
た
の
か
。
ど
う
や
っ
て

土
器
を
作
っ
た
の
か
。
な
ぜ
底
の
と
が
っ
た

土
器
が
作
ら
れ
た
の
か
。
ど
う
や
っ
て
焼
い

た
の
か
。
い
ろ
い
ろ
な
学
説
が
あ
り
ま
す
が
、

ま
だ
「
こ
れ
だ
」
と
い
う
答
え
は
出
て
い
ま

せ
ん
。
こ
う
し
た
な
ぞ
を
、
技
術
の
面
か
ら

解
き
明
か
そ
う
と
い
う
動

き
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

縄
文
文
化
の
解
明
も
、

十
日
町
発
で
進
め
ら
れ

る
と
い
い
で
す
ね
。

（わ）

▼
近
年
、
少
子
高
齢
化
が
大
き
な
問
題
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
達
者
で
働
き
者
の
お
じ
い

さ
ん
お
ば
あ
さ
ん
を
見
て
い
る
と
、
皆
さ
ん

の
パ
ワ
ー
は
す
ご
い
も
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

数
年
前
に
80
を
過
ぎ
た
私
の
祖
母
も
、
今
の

時
期
は
ほ
と
ん
ど
毎
日
畑
に
行
き
ま
す
。「
と

し
ょ
り
は
こ
れ
っ
く
れ
ぇ
し
か
や
る
こ
と
が

ね
や
ん
だ
て
」
と
祖
母
が
言
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
畑
仕
事
は
根
気
も
体
力
も
い
る

仕
事
で
す
。
自
分
が
祖
母
の
年
齢
に
な
っ
た

と
き
、
そ
ん
な
元
気
が
あ
る
か
ど
う
か
…
。

▼
ス
ポ
ー
ツ
、
食
欲
、
読
書
、
芸
術
…
秋
は

何
か
に
没
頭
す
る
季
節
。
毎
年
何
だ
か
ん
だ

言
い
な
が
ら
、
結
局
は
食
欲
の
秋
に
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
社
会
人
１
年
目
の
今
年
こ
そ

は
、
読
書
の
秋
・
芸
術
の
秋
を
迎
え
て
、
知

識
や
教
養
を
深
め
た

い
で
す
。
元
気
な
と

し
ょ
り
目
指
し
て
体

力
づ
く
り
に
も
取
り

組
も
う
。

（五）
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